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建建築築学学部部  建建築築学学科科  建建築築専専攻攻  

学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム  

 
11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門的能

力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 
２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的  

   建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 
４４．．建建築築学学科科  建建築築専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科建築専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。 

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含めた

自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化活動

について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら行動で

きる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分を磨き上

げる苦労と喜びへと促します。 

   建築専攻の専門力の育成とは、次のような内容の修得を目指すものです。 

(1)地震などの自然界の脅威に対し、建築物の機能の保全と安全性の確保を満たしうる設計を行うため

の手法 

(2)建築物の品質・耐久性を満足させるための使い方や、建築物の効率的な作り方 

(3)建築設計に必要な知識体系 

(4)建築造形の基礎と建築の歴史や建築デザインの論理 

(5)建築環境工学諸分野の原理と建築設備の活用法 

(6)環境負荷の低減や、時間軸を考慮した付加価値の創出、建築文化の継承を行うための手法 

  

５５．．学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位授与の方針は以下の表-1 の a,b,c,d の 4 つです。内容は 5.1 で詳述します。

建築学科建築専攻では、この 4 つの方針それぞれに関して、専攻での学習内容に沿って複数の学位授与

方針（合計 12 個）を設定しています。内容は 5.2 で詳述します。 

 

表表--11  大大学学のの学学位位授授与与方方針針とと建建築築学学科科建建築築専専攻攻のの学学位位授授与与方方針針のの関関係係 

大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  aa  bb  cc  dd  

建建築築学学科科建建築築専専攻攻のの  

学学位位授授与与方方針針  
aa11  aa22  ｂｂ11  ｂｂ22  ｂｂ33  ｃｃ11  ｃｃ22  ｃｃ33  ｃｃ44  ｃｃ55  ｄｄ11  ｄｄ22  
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５５．．１１  大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位は、以下の 4 つの力を身につけている者に授与する。  

aa..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎的的なな能能力力をを身身ににつつけけてていいるる    

健全な倫理観に基づき、規律性をもって主体 的にかつ目標を定めて行動する力、現状を分析して目的や課題 

を明らかにする力、他者と協働するためのコミュニケーション力を身につけている。  

bb..豊豊かかなな教教養養をを身身ににつつけけてていいるる  

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身につけ、異なる思考様式を理解す 

る態度と力を身につけている。  

cc..確確かかなな専専門門性性をを身身ににつつけけてていいるる  

自らの専門分野の基礎から応用までの理論・概念や方法論に関する知識を身につけ、当該分野の情報・デー 

タを論理的に分析し、課題解決のために応用する力を身につけている。  

dd..豊豊かかなな創創造造力力をを身身ににつつけけてていいるる  

獲得した知識・技能・態度を総合的に活用し、自由な発想の下、独自に工夫・応用し、新たな知見を創造す 

る力を身につけている。   

  

５５．．２２  学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針  

建築学科建築専攻では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。 

aa11..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。  

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレ

ゼンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたり

ます。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開

講しており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻

により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a1と次の項目a2は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。 

aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかに

する力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科

学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を

正しく分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専

攻により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良

識をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関

する一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があり

ます。また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身

につけることは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれを

もとに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社
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会人としての「豊かな教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得する

ことが望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学

びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな

教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理

解するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用

いられる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基

礎となる数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野にお

いて創造的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  荷荷重重やや、、建建築築物物ががそそれれをを支支ええるる仕仕組組みみをを理理解解しし、、地地震震ななどどのの自自然然界界のの脅脅威威にに抵抵抗抗しし、、機機能能のの保保全全とと安安全全性性のの確確保保

をを満満たたししううるる設設計計すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

建築物がその機能を維持し、人びとが安心して使用できるようにするためには、重力を始め、自然から受

けるさまざまな力に対して、壊れることなく安全であることが要求されます。そのためには、建築物の骨格

となる構造システムが力を受けたときに、内部にどのような力が生じ、またどのような変形が生じるかを、

数学や物理学（力学）を基礎とした具体的な計算により、あらかじめ予想しておかなければなりません。設

計者には、常時支えている荷重はもとより、地震や風などによってもたらされる一過的で大きな荷重に対し

ても、建築物が十分な性能をもっているということを明確に示し、かつ説明する能力が求められます。この

ことから、建築構造物を適切にモデル化して解析を行い、技術者として正しい工学的判断を下すために必要

な理論を修得する必要があります。  

cc33..  材材料料のの性性質質をを理理解解しし、、地地球球環環境境にに配配慮慮ししたた建建築築物物のの品品質質・・耐耐久久性性・・経経済済性性をを満満足足すするる適適切切なな材材料料のの選選択択おおよよびび施施

工工方方法法をを提提案案すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

木、鉄、コンクリート、ガラスなどといった建築物をつくるのに欠かせない材料の性質を理解し、適切な

使い方を学ぶことが必要です。材料にはそれ自体のもっているさまざまな特徴があり、これを生かして使う

ことが必要です。さらには、地球環境や将来のことを考えれば、丈夫で長持ちのする建築物をつくる必要が

あります。これには、適切な材料の選択がもっとも重要であるといっても過言ではありません。 

  しかし、材料の選択が適切であっても、良い建物の作り方が伴わないと、全体的に優れた建築物はできま

せん。このため、建築物に用いられる材料の適切な選択と、それを用いた効率的な施工法を併せて知ること

が必要です。 

cc44..  文文化化遺遺産産ととししててのの建建築築のの価価値値をを歴歴史史的的背背景景とと共共にに理理解解ししたた上上でで、、空空間間造造形形のの基基礎礎をを身身ににつつけけ、、建建築築デデザザイインンのの論論

理理をを理理解解しし、、建建築築のの設設計計ををすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

建築は美しくあらねばなりません。美しい建物を実現するためには、建築を含めた造形芸術全般に関する

美的な感覚の鍛錬が必要です。 

   しかし、建築の美は、絵画や彫刻のように、芸術家が自らの心の内にある情念を何物にもとらわれずに自
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会人としての「豊かな教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得する

ことが望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学

びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな

教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理

解するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用

いられる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基

礎となる数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野にお

いて創造的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  荷荷重重やや、、建建築築物物ががそそれれをを支支ええるる仕仕組組みみをを理理解解しし、、地地震震ななどどのの自自然然界界のの脅脅威威にに抵抵抗抗しし、、機機能能のの保保全全とと安安全全性性のの確確保保
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cc44..  文文化化遺遺産産ととししててのの建建築築のの価価値値をを歴歴史史的的背背景景とと共共にに理理解解ししたた上上でで、、空空間間造造形形のの基基礎礎をを身身ににつつけけ、、建建築築デデザザイインンのの論論
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   しかし、建築の美は、絵画や彫刻のように、芸術家が自らの心の内にある情念を何物にもとらわれずに自
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れが建てられる土地の気候風土や伝統、文化、生活様式とも無関係には存在しえないからです。このことを

十分に理解するためには、建築のもつ多様な表現を、技術との関連において、歴史的な視野のなかで概観す

ることが必要不可欠です。 

また建築の美は、文化や生活様式の反映なのですから、それを具体的な形として反映させるためには、論

理的な思考が必要です。具体的な作品の分析をとおして、デザインの論理を学ぶ必要があります。 

建築設計は、さまざまな知識と自らの創造力を駆使し、求められる建築を図面化できることが必要です。

そのために、建築と都市の計画学および建築法規など建築設計作業を遂行するために必要とされる知識を身

につける必要があります。また、建築設計作業を行うためには、表現できる力を身につけることも必要です。

そのために建築図面の書き方を修得する建築図法を学び、建築設計の課題を通じて技術、創造力を向上させ

ていくことが必要です。 

cc55..  持持続続可可能能なな社社会会ににおおいいてて、、快快適適なな環環境境作作りりとと環環境境問問題題へへのの対対処処ののたためめにに、、建建築築環環境境工工学学諸諸分分野野のの原原理理とと実実践践をを

理理解解しし、、ああわわせせてて建建築築設設備備をを適適切切にに活活用用すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

巧みな空間構成と見事な意匠とで創造された建築は、その空間を体験した人に必ず快適な印象を与えるで

しょうか？答はNo!です。例えば、吹き抜けの存在により冬は暖房してもなかなか室温が上昇しない。デザイ

ンのために窓面積を小さくしたため日中でも人工照明なしでは細かい字が読みづらい。大胆なトップライト

を採用したが、夏の暑さと、冬期暖房時の結露には参った。こんな事実にこそ、建築環境工学を学ぶ意義が

あります。 

建築環境工学の目的はいたってシンプルで、人間が建築空間で快適に過ごせて心の安らぎが得られ、作業

がストレスなくはかどるようにするにはどういうことを考えたらいいのか、ということです。ただ、そのた

めには非常に多岐にわたる勉学が必要となってきます。例えば大きなオフィス空間を想像してみてください。

その天井にはある一定の間隔で、照明器具と空調の吹き出し口があります。人工的なものに頼らないと快適

な作業空間はなかなか創り出せないようです。空調ばかりでなく、給排水、電気、消防設備などについても

その概要を学ぶ必要があります。 

人間は自らの環境を快適にしたいがために、逆に環境からも問題を投げかけられています。地球温暖化、

ライフサイクル、CO2といったことばは、現在、未来を語るのに必須なキーワードです。建築環境工学では地

球の環境問題についても考えることが必要です。 

昨今、サステナブルな社会の構築が叫ばれています。これは、持続循環型の社会システムへの転換を意味

します。このことは建築に携わる者においても大きな問題であり、従来、資源を浪費し、多くの廃棄物を生

み出してきた建設産業の在り方が問われています。材料の使い方や生産システムには環境負荷低減と維持・

保全の視点を取り入れる必要があります。また、建築物の設計においては、経営計画にまで踏み込んだ企画

提案型リニューアルなどによって建築物の価値の向上を図るなど、建築を経営資源として有効に活用するた

めの施設の管理手法も必要になってきます。さらに、文化遺産や文化財として都市と建築を捉え、その現代

的意味や継承のあり方を考えるとともに、良質な社会資本の保全・運営にあたることにより、持続可能な社

会を築いていく方法を学ぶ必要があります。これらのいずれにも共通することは、時間軸を考慮して建築を

捉えていくということです。 

dd11..  獲獲得得ししたた知知識識・・技技能能・・態態度度をを総総合合的的にに活活用用しし、、自自由由なな発発想想のの下下、、独独自自にに工工夫夫・・応応用用しし、、新新たたなな知知見見をを創創造造すするる力力をを身身

ににつつけけてていいるる。。  

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想

の下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、そ

の課題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する

中で、それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、

セミナ形式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探

求する方法を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、
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これらの力を学びます。 

「建築学」は、合理的なことも非合理的なことも含めて、あらゆる産業あらゆる社会と接点をもち、そこ

で生活するあらゆる人間のための学問です。つまり実学を統合する唯一の学問だともいえます。人文科学、

社会科学、自然科学をバランスよく学ぶ建築学科での、「設計・計画」、「構造」、「材料」、「環境」、「歴史」の、

5つの分野の学びを総合的に取り扱い、統合できる力を身につけます。  

dd22..  諸諸技技術術をを総総合合しし、、情情熱熱ををももっってて「「ももののつつくくりり」」にに取取りり組組むむ力力やや状状況況にに応応じじてて知知識識をを多多角角的的にに展展開開すするる力力をを身身ににつつけけてて

いいるる。。  

実習・演習・設計などの授業には、それぞれの授業の特色に沿ったプレゼンテーション学習が組み込まれ

ています。さらに、それらを総合しプレゼンテーションに特化した演習がおこなわれます。プレゼンテーシ

ョンとは、自分の考えや主張を他人に説明し、共感や納得してもらうことをいいます。これにはふたつの段

階があると考えてください。第 1は、主張やアイディアのポイントを的確にまとめ、作品のイメージを美し

く印象的に表現すること。そして第２には、それを用いて人びとに対して語りかけ、自分の主張をアピール

することです。  

  

６６．．教教育育課課程程    

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。  

本学の教育課程は，授業科目を順次的・体系的に配置したうえで，①授業科目の順次性・体系性と学位授与

の方針との関係性を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され，②授業

科目ごとに学修到達目標を定め，さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため，履修モデルも準備され

ています。  

   図－1は，教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は，人間科学科目群，専門基礎科目群，および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については 6.1～6.3で説明しま

す。6.4 では卒業後の進路等に対応させて，教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデ

ルが例示します。各授業科目で何を学んで，どんな知識を修得するかは，6.5で紹介するカリキュラムマップに

おける学修到達目標に具体的にまとめています。  

なお，教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的な開講期と単位数などを示したものは，別に示

す「開講科目一覧」に表しています。 

  以下にそれぞれの授業科目の授業内容および達成目標について説明します。  
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図図－－１１  建建築築学学科科建建築築専専攻攻のの教教育育課課程程のの構構成成概概念念図図  

 

６６．．１１  人人間間科科学学科科目目群群  

aa..  人人間間科科学学科科目目群群  ＡＡググルルーーププ  

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ    

ファースト・イヤー・セミナ（First Year Seminar、略してFYS、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん

方全員に、今後４年間の大学教育に不可欠な「「学学習習技技法法（（ススタタデディィ・・ススキキルルズズ））」」を習得してもらう科目です。

いわば「「大大学学ででのの学学びび方方」」をを学学ぶぶ授授業業科科目目です。 

実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあ

るのです。この方法の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加して

ほしいのです。この点はとても大切です。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、

せっかく勉学に打ち込んでもそれが空回りに終わって、４年たっても実を結ばない、こうしたことの原因の一

半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベースができていないことが大き

く関わっていることが分かっています。 

この授業は次のように５つのパートでできています。 

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか 

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方 

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法 

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践 

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践 

 

この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに
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適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル 11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1 年次に「英語スキル 1・2」、2

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

1年次に「中国語入門1・２」を選択科目として開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技 AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学 AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1 年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1 回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような

素地を身につけ、スポーツを通じて集団を意識し、社会に対する適応力を向上させることを目的としています。 

スポーツと健康の科学A・Bは3年次に配当しており、スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行

います。スポーツや身体の仕組みについて学び、各個人がより健康に生活できるような知識と態度を身につけ

る事を目的としています。 

 

④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ

とを目標にします。一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするう

えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなくなります。 

 

⑤⑤  DDXX（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論  ・・  デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞  

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「Society 5.0」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 

データサイエンスやAIは今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。 

本学では、この内容を修得するため、1年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 1年生後期に「データサ
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スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 
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しい使い方を身につける必要があります。 

本学では、この内容を修得するため、1年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 1年生後期に「データサ

イエンス概論」が、すべての学科・専攻において必修科目として設置されています。 

どちらの科目ともオンデマンド形式の遠隔授業として開講されます。 

各自のノート PC 等を利用して都合のよい時間に学修し、設定された課題を指定された期日までに提出して

ください。 

なお、この二科目は文部科学省により実施されている「データサイエンス教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」に準拠した学修内容になっています。 

・・情情報報リリテテララシシーー概概論論  

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切

に効率よく利用できるようになることが重要です。 

本講義では、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するための方法について説明します。 

特に、本学で使用できる各種サービスについて説明します。 

今後の活動で必要となるグループでの情報共有やコミュニケーション、情報の共有方法など、情報通信技術

の基礎的な使用方法を確立してください。 

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論  

卒業後に自分が活躍したい業界・業種に関わらず、今後の社会ではデータサイエンスや AIを理解することは

重要です。 

本講義では、数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力を身につけることを目的としています。 

データやAIが社会にどう関わっているかを理解して、それらを活用するための方法について学修します。  

 

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群  ＢＢググルルーーププ  

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つは各学科・専攻でおもに

学ぶ専門科目群、他の二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群はファー

スト・イヤー・セミナと語学、体育の実技を含む Aグループと、講義科目である Bグループから成り立ってい

ます。 

人間科学科目群Bグループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、10科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、12科目）、「科学的なものの見方」(自然科学分野、12科目)、「学問への複眼的ア

プローチ」（学際的分野および演習、5科目）の4つのカテゴリーから構成されており、現代のリベラルアーツ

教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ A」、「課題探求セミナB」を

開講しています。 

これらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんに多様な知的刺激を与えることができるように工夫された

ものばかりです。そのねらいは、トータルな人間教育にほかなりません。言いかえると、皆さんが今をタフに

生き、将来を担う一市民としての教養を身につけ、それに磨きをかけること、これが本科目群の目指すところ

です。 

大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中で豊

かな人生を創出していくためには「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「コミュニケー

ション力」、「自ら考える力」それと「協働力」に重点を置いています。こうした点で皆さんが自分らしさを発

揮できるよう、B グループにはさまざまな授業を取りそろえています。できるだけ偏りを作らず履修し、修得

することが望まれます。 

現在、私たちは歴史的転換期に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けて

います。良いことも好ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であるこ

とを余儀なくされています。とくに日本は超高齢化社会に突入し、不透明で不確実な時代に入りつつあります。

それでも世界は飽くなきマネーフローと途轍もないテクノロジーの進化を介して緊密に結びつくと同時に、ア

メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、
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即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は AI（人工知能）や IoT（モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。 

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。 

2年次、3年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。 

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。 
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大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。 

  

    

６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－２２ののカリ

キュラム・フローチャートには，専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順

序が示してあります。  

図図－－２２  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

  

（（11））自自然然科科学学系系  

aa．．教教育育内内容容  

本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する

工学・建築学・情報学の考え方の基礎が集約されています。物体の代表例は工業材料（歯車やクランクなどの

機械部品、あるいは車や人工衛星、建築物などの製品）です。工業材料の静止状態を扱う科目の基礎事項も、
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そして工業材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通し

て、ベクトルと微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギ

ー保存則など力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解

（関数）が運動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦

がある場合の減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動

を扱います。さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学１１，，化化学学２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学1では物質の構成要素である

原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化学2では、

より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

（（22））建建築築学学基基礎礎系系  

aa．．教教育育内内容容 

 そもそも「建築学」の領域は、理系としての工学の枠だけに収まるものではなく、歴史や哲学のような文

系の要素、デザインや空間構成のような芸術系の要素、それらすべての要素が包含されており、欧米の大学

では、大学での「建築学」教育にあたり、日本のような工学部等の他学問分野との小学科方式をとらずに

「建築学部」としているところがほとんどです。また、本学は理念として「実学主義」を掲げ、実学の教育

と研究を通じて産業と社会に貢献するとしています。 

「建築学」は、合理的なことも非合理的なことも含めて、あらゆる産業あらゆる社会と接点をもち、そこ

で生活するあらゆる人間のための学問です。つまり実学を統合する唯一の学問だともいえます。 

人間科学科目群 Ｂグループでも、人文科学、社会科学、自然科学をバランスよく学びますが、建築学基礎

系の科目では、それらの中から、もう少し建築学に近いものを科目として設定しています。 

それぞれの教育内容は，次の通りです。 

[[建建築築関関係係科科目目]]   

建建築築基基礎礎数数理理１１．．２２    

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習します。建築基礎数理１では、数学的な基礎をま

ず学習し、これを用いて建築で実際に必要となる計算に応用します。また、建築の基礎的な内容や、建築で

必要な化学や環境問題を学習します。 

建建築築概概論論、、芸芸術術概概論論    

建築学は、設計・計画、構造、材料、環境、歴史といった５つの専門分野から成り立っており、それらの

4年間での学びを 15週に凝縮し、オムニバス形式として開講します。また多岐にわたる芸術作品を、過去か

ら現代にいたるまでの様々な名作を紹介取り上げて、芸術や美術を学ぶ機会を提供します。 

環環境境色色彩彩論論  

色と光の関係、色覚メカニズム（色の見え方）、色の表し方、色彩調和論に基づく配色技法、色彩心理、そ

して建築・都市を構成する色彩デザインの実情等、建築を学ぶうえでも必要とされる色彩に関する基礎的知

識を学びます。 

造造形形基基礎礎実実習習、、建建築築デデザザイインン基基礎礎実実習習  

あらゆるスケッチを通して、造形感覚を養います。また建築デザインの基礎的な実習を行います。 

建建築築のの仕仕組組みみ、、力力とと形形演演習習  

木造を中心とした建築物の構築方法や、基礎力学を、体験的かつ総合的に学びます。 

((３３))  情情報報系系    

aa．．教教育育内内容容 
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そして工業材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通し

て、ベクトルと微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギ

ー保存則など力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解

（関数）が運動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦

がある場合の減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動

を扱います。さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学１１，，化化学学２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学1では物質の構成要素である

原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化学2では、

より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

（（22））建建築築学学基基礎礎系系  

aa．．教教育育内内容容 

 そもそも「建築学」の領域は、理系としての工学の枠だけに収まるものではなく、歴史や哲学のような文

系の要素、デザインや空間構成のような芸術系の要素、それらすべての要素が包含されており、欧米の大学

では、大学での「建築学」教育にあたり、日本のような工学部等の他学問分野との小学科方式をとらずに

「建築学部」としているところがほとんどです。また、本学は理念として「実学主義」を掲げ、実学の教育

と研究を通じて産業と社会に貢献するとしています。 

「建築学」は、合理的なことも非合理的なことも含めて、あらゆる産業あらゆる社会と接点をもち、そこ

で生活するあらゆる人間のための学問です。つまり実学を統合する唯一の学問だともいえます。 

人間科学科目群 Ｂグループでも、人文科学、社会科学、自然科学をバランスよく学びますが、建築学基礎

系の科目では、それらの中から、もう少し建築学に近いものを科目として設定しています。 

それぞれの教育内容は，次の通りです。 

[[建建築築関関係係科科目目]]   

建建築築基基礎礎数数理理１１．．２２    

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習します。建築基礎数理１では、数学的な基礎をま

ず学習し、これを用いて建築で実際に必要となる計算に応用します。また、建築の基礎的な内容や、建築で

必要な化学や環境問題を学習します。 

建建築築概概論論、、芸芸術術概概論論    

建築学は、設計・計画、構造、材料、環境、歴史といった５つの専門分野から成り立っており、それらの

4年間での学びを 15週に凝縮し、オムニバス形式として開講します。また多岐にわたる芸術作品を、過去か

ら現代にいたるまでの様々な名作を紹介取り上げて、芸術や美術を学ぶ機会を提供します。 

環環境境色色彩彩論論  

色と光の関係、色覚メカニズム（色の見え方）、色の表し方、色彩調和論に基づく配色技法、色彩心理、そ

して建築・都市を構成する色彩デザインの実情等、建築を学ぶうえでも必要とされる色彩に関する基礎的知

識を学びます。 

造造形形基基礎礎実実習習、、建建築築デデザザイインン基基礎礎実実習習  

あらゆるスケッチを通して、造形感覚を養います。また建築デザインの基礎的な実習を行います。 

建建築築のの仕仕組組みみ、、力力とと形形演演習習  

木造を中心とした建築物の構築方法や、基礎力学を、体験的かつ総合的に学びます。 

((３３))  情情報報系系    

aa．．教教育育内内容容 

高度情報通信社会ということばやインターネットに代表されるように近年の情報化の進展は著しく、21世紀

の社会においては、一人ひとりが、情報の発信・収集・活用・伝達を効率よく実践できる情報活用能力を身に

つけることが必要です。このような時代に乗り遅れないように、大学4年間における皆さんの情報活用能力の育

成を目的として、専門基礎科目群のなかで情報系科目を設けています。 

1年次に、電子メールやインターネット、基本ソフトウェア（ワープロ、表計算、作図用2次元ＣＡＤ）の操

作といった基本的な情報の活用方法を体験し、情報処理の原理や仕組みを理解できるようになっています。ま

た2年次以降は3次元CADや画像処理、プレゼンテーションの技法など、建築の現場で使われるより高度な情報活

用技術や、さまざまな調査分析などに活用できる統計処理の手法について学びます。 

[[情情報報系系関関係係科科目目]]  

情報リテラシ、建築ＣＡＤ1.2、建築プレゼンテーション演習、建築統計処理、 

デジタルファブリケーション演習 

((４４))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ  

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 
なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 
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６６．．３３  専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））  

専門科目群の授業科目は、基幹科目、展開科目と卒業研究からなります。図１にあげた各専門科目がどのよ

うにつながっているか、それらの学習順序がどのようになっているかを図３に示します。教育目標を達成する

ために、建築学科建築専攻では全般的にわかりやすい授業に努めるとともに、体感型・演習型授業を重視し、

「読む・聴く」ことで覚えるよりも、まず「体験・実行」してからだをつかって理解できるようにしています。

また、授業のなかで学生自らが考えた案を地域社会に提案する機会を設け、社会貢献へのモチベーションと自

信を育てます。これらを通じて論理的思考や問題発見能力を培い、総合力を高めます。 

これらの科目について教育内容の概要を以下に説明します。なお、各授業科目で何を学んで、どんな知識を

修得するかは、後述の(4)に具体的にまとめています。  

図図－－３３  専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  
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６６．．３３  専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））  

専門科目群の授業科目は、基幹科目、展開科目と卒業研究からなります。図１にあげた各専門科目がどのよ

うにつながっているか、それらの学習順序がどのようになっているかを図３に示します。教育目標を達成する

ために、建築学科建築専攻では全般的にわかりやすい授業に努めるとともに、体感型・演習型授業を重視し、

「読む・聴く」ことで覚えるよりも、まず「体験・実行」してからだをつかって理解できるようにしています。

また、授業のなかで学生自らが考えた案を地域社会に提案する機会を設け、社会貢献へのモチベーションと自

信を育てます。これらを通じて論理的思考や問題発見能力を培い、総合力を高めます。 

これらの科目について教育内容の概要を以下に説明します。なお、各授業科目で何を学んで、どんな知識を

修得するかは、後述の(4)に具体的にまとめています。  

図図－－３３  専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

    

  

（11））基基幹幹科科目目  

    基幹科目は、入門的・基礎的な専門知識を学ぶ必修科目と選択科目からなります 

①①必必修修科科目目 必修科目では、入門的・基礎的な専門知識を学びます。 

 
建建築築・・イインンテテリリアア入入門門セセミミナナ  

建築およびインテリアを学ぶ為の動機づけ科目です。 

構構造造力力学学１１、、構構造造力力学学２２、、ココンンククリリーートト系系構構造造、、鋼鋼構構造造  
いずれも建築物を設計・施工・管理するときに必ず必要になる基礎力学を学びます。 

建建築築構構法法、、建建築築材材料料、、構構造造・・材材料料実実験験  
建築の様々な構法の詳細や、建築の材料として用いられる鉄、コンクリート、木材などの化学的・力学的特

徴を学びます。 

建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習１１、、建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習２２  
建築図面の表現方法や透視図など、建築設計を進める上で不可欠な製図の基礎を学びます。 

建建築築計計画画１１、、建建築築計計画画２２、、建建築築設設計計１１、、建建築築設設計計２２、、建建築築設設計計３３、、建建築築法法規規  
建築設計の進め方を学習するとともに、建築設計に必要な基礎知識を学びます。 

建建築築遺遺産産ＡＡ、、建建築築遺遺産産ＢＢ  
日本や西洋の建築の歴史を学びます。  

環環境境工工学学１１、、環環境境工工学学２２、、環環境境工工学学３３、、建建築築設設備備  
各環境要素について、諸問題や評価方法などを学習し、建築環境工学と建築設備の基礎を学びます。 

 

 ②②選選択択基基幹幹科科目目  
 建建築築環環境境材材料料  

環境負荷を軽減するための建築材料に関する知識を学びます。 

骨骨組組のの解解析析法法  
  不静定の骨組みの解法であるたわみ角法やコンピュータによる解析を学びます。 

 

（（22））展展開開科科目目  

    ２年次後期以降に配当されている展開科目はすべて選択科目です。 

エンジニアリング、デザインの二つの系に分類しています。卒業後の進路（進学、就職）を想定して、履修で

きるようになっています。 

  二つの系の教育内容は以下のとおりです。 

 
エエンンジジニニアアリリンンググ系系：：振振動動とと塑塑性性解解析析、、力力ととデデザザイインン、、構構造造設設計計演演習習、、鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト構構造造演演習習、、維維持持・・保保

全全工工学学、、建建築築生生産産１１、、建建築築生生産産２２、、建建築築測測量量学学同同実実習習（（計計８８科科目目））  
建築産業の現場において技術的諸問題を容易に解決し、業務を円滑に遂行できる能力をそなえた技術者、ま

た社会に根ざした技術者となることをめざしている皆さんに必要な科目です。建設業、住宅産業、建材メーカ

ー、構造事務所などに就職して、機能性にすぐれ、安全性がある建築を設計・施工するような仕事に就くため

に必要な専門知識が修得できるようになっています。 

 
デデザザイインン系系：：空空間間文文化化論論、、住住空空間間論論、、建建築築企企画画論論、、都都市市計計画画、、ままちちづづくくりり論論、、建建築築デデザザイインン論論、、総総合合空空間間設設計計

１１、、総総合合空空間間設設計計２２、、建建築築デデザザイインン史史、、環環境境心心理理学学、、環環境境評評価価演演習習（（計計１１１１科科目目））  
   「環境」の視点と人間の生活様式、文化的・精神的活動の表現としてのデザインをより専門的に学ぶことが

できる科目です。設計事務所、インテリア関連、住宅産業、建築設備会社などに就職して、機能的かつ快適で

美的感覚に快い刺激を与えてくれる建築物を実現する仕事に就くために、必要な専門知識を修得できるように

なっています。 
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イインンタターーンンシシッッププ（（学学外外研研修修））  

設計事務所事務所、建材メーカー、ゼネコン・工務店、販売店などの学外企業において建築実務のインター

ンシップをおこないます。 

  

（（33））卒卒業業研研究究  

    「卒業研究」に関連する科目は、セミナ１、セミナ２、そして卒業研究からなります。 

  卒業研究は１年～４年次で履修する専門科目の総括として位置づけられるものです。課題を探求し、組み立

て、解決する実践的能力を養います。教員の指導のもとで、各自が研究テーマを決め、研究計画を作り、研究

を遂行し、その結果を考察し、これらをまとめ、発表するというものであり、卒業論文あるいは卒業設計から

なります。 セミナ１、セミナ２は卒業研究を行うにあたって必要な内容を各自の研究テーマに応じて専門的

に学びます。 

 

学学習習到到達達目目標標  

  ４年間の専門教育課程を修めることにより、標準教育プログラムで述べた内容をどのような順序で学んで、

どのような知識を修得するかを、カリキュラムマップにまとめてあります。 

  

（（44））横横断断的的なな科科目目のの履履修修  

建築学科建築専攻では、同一学科内の他の専攻の開講する授業科目を選択科目として履修し、１２

単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができます。 

 例えば、インテリアデザイン専攻であれば、インテリア設計１、インテリア設計２、インテリア

設計３、インテリア計画１、インテリア計画２、インテリアエレメント演習１、インテリアエレメ

ント演習２、デザインマネジメント演習１、デザインマネジメント演習２が、建築専攻では開講さ

れていない科目として開講されており、関心がある科目を横断的に履修し学修することができま

す。 

 

 

６６．．４４  履履修修モモデデルル    

基幹科目で重要なことは建築学を学ぶときに不可欠な基本知識を修得することです。また、展開科目や卒業

研究では、卒業後の進路も見据えて、建築学のなかでどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自身で考える

ことが大事です。 

履修モデルA（エンジニアリング系）および履修モデル B（デザイン系）は、卒業後の進路に対応させて、以

上に説明した教育課程の授業科目（専門基礎科目群と専門科目群）をどのように学習していくかという履修モ

デルを例示したものです。 
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れていない科目として開講されており、関心がある科目を横断的に履修し学修することができま

す。 

 

 

６６．．４４  履履修修モモデデルル    

基幹科目で重要なことは建築学を学ぶときに不可欠な基本知識を修得することです。また、展開科目や卒業

研究では、卒業後の進路も見据えて、建築学のなかでどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自身で考える

ことが大事です。 
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デルを例示したものです。 

    

・・エエンンジジニニアアリリンンググ系系履履修修モモデデルルＡＡ  

このモデルでは、エンジニアリング系の授業科目を選択しています。  

卒業後の進路として、建築物の設計や施工に関わる建設業を想定しています。 
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・・デデザザイインン系系履履修修モモデデルルＢＢ  

このモデルでは、デザイン系の授業科目を選択しています。 

卒業後の進路として、設計事務所を想定しています。 
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・・デデザザイインン系系履履修修モモデデルルＢＢ  

このモデルでは、デザイン系の授業科目を選択しています。 

卒業後の進路として、設計事務所を想定しています。 
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建建築築学学部部  建建築築学学科科  イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻  

学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム 

11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門

的能力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 

２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的  

   建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 
４４．．建建築築学学科科  イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科インテリアデザイン専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。 

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含め

た自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化

活動について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら

行動できる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分

を磨き上げる苦労と喜びへと促します。 

    インテリアデザイン専攻の専門力の育成とは、次のような内容の修得を目指すものです。 

  (1)機能や安全性を満たす構造の仕組みと、それらを構成する材料の性質や使い方 

  (2)インテリアデザインの考え方や歴史的展開についての知識 

  (3)インテリアデザインを創造する実践的想像力と、高度なデザイン活動を行うために必要な技術・技能 

  (4)インテリアデザインを構成する要素である光、空気、熱、音、色彩などに関する基礎知識と、質の高い 

インテリア空間を創造するための制御・活用法 

(5)創造したインテリアデザイン作品を論理的に説明し、他者によりよく伝える表現力・プレゼンテーション 

技能 

  

５５．．学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位授与の方針は以下の表-1 の a,b,c,d の 4 つです。内容は 5.1 で詳述します。

建築学科インテリアデザイン専攻では、この 4 つの方針それぞれに関して、専攻での学習内容に沿っ

て複数の学位授与方針（合計 12 個）を設定しています。内容は 5.2 で詳述します。 

 

表表--11  大大学学のの学学位位授授与与方方針針とと建建築築学学科科イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻のの学学位位授授与与方方針針のの関関係係 

大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  aa  bb  cc  dd  

建建築築学学科科イインンテテリリアアデデザザ

イインン専専攻攻のの学学位位授授与与方方

針針  

aa11  aa22  ｂｂ11  ｂｂ22  ｂｂ33  ｃｃ11  ｃｃ22  ｃｃ33  ｃｃ44  ｃｃ55  ｄｄ11  ｄｄ22  
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５５．．１１  大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位は、以下の 4 つの力を身につけている者に授与する。  

aa..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎的的なな能能力力をを身身ににつつけけてていいるる    

健全な倫理観に基づき、規律性をもって主体 的にかつ目標を定めて行動する力、現状を分析して目的や課題 

を明らかにする力、他者と協働するためのコミュニケーション力を身につけている。  

bb..豊豊かかなな教教養養をを身身ににつつけけてていいるる  

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身につけ、異なる思考様式を理解す 

る態度と力を身につけている。  

cc..確確かかなな専専門門性性をを身身ににつつけけてていいるる  

自らの専門分野の基礎から応用までの理論・概念や方法論に関する知識を身につけ、当該分野の情報・デー 

タを論理的に分析し、課題解決のために応用する力を身につけている。  

dd..豊豊かかなな創創造造力力をを身身ににつつけけてていいるる  

獲得した知識・技能・態度を総合的に活用し、自由な発想の下、独自に工夫・応用し、新たな知見を創造す 

る力を身につけている。   

  

５５．．２２  学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針  

建築学科インテリアデザイン専攻では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。 

aa11..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。  

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレ

ゼンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたり

ます。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開

講しており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻

により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a1と次の項目a2は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。 

aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかに

する力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科

学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を

正しく分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専

攻により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良

識をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関

する一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があり

ます。また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身

につけることは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれを

もとに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社

− 61 −



会人としての「豊かな教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得する

ことが望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学

びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな

教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  力力にに対対ししてて必必要要なな強強度度をを有有すするる安安定定ししたた構構造造のの仕仕組組みみやや形形をを理理解解しし、、空空間間をを構構成成すするる要要素素のの機機能能やや安安全全性性をを確確保保

すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

インテリア空間を構成する壁や天井、家具などの機能を維持し、内部にいる人の安全性を確保する

ためには、それらの構造を必要な強度で作る必要があります。基礎的な力学はそのための拠り所を与

えてくれるものであり、空間の基本的骨格を与える建築構造との関係を把握しておくことも重要です。

また、材料は構造材だけではなく、内外装の非構造材としても利用されるため、その性質を理解して

おく必要があります。  

cc33..  材材料料のの性性質質をを理理解解しし、、地地球球環環境境にに配配慮慮ししたた建建築築物物のの品品質質・・耐耐久久性性・・経経済済性性をを満満足足すするる適適切切なな材材料料のの選選択択おおよよびび  

施施工工方方法法をを提提案案すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

木、鉄、コンクリート、ガラスなどといった建築物をつくるのに欠かせない材料の性質を理解し、適切な使

い方を学ぶことが必要です。材料にはそれ自体のもっているさまざまな特徴があり、これを生かして使うこと

が必要です。さらには、地球環境や将来のことを考えれば、丈夫で長持ちのする建築物をつくる必要がありま

す。これには、適切な材料の選択がもっとも重要であるといっても過言ではありません。 

しかし、材料の選択が適切であっても、良い建物の作り方が伴わないと、全体的に優れた建築物はできませ

ん。このため、建築物に用いられる材料の適切な選択と、それを用いた効率的な施工法を併せて知ることが必

要です。 

cc44..  文文化化遺遺産産ととししててのの建建築築のの価価値値をを歴歴史史的的背背景景とと共共にに理理解解ししたた上上でで、、空空間間造造形形のの基基礎礎をを身身ににつつけけ、、建建築築デデザザイインンのの  

論論理理をを理理解解しし、、イインンテテリリアアのの設設計計ををすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

快適なインテリアデザインを創造するためには、さまざまな工夫や方法があります。しかし、それは、イン

テリアデザインの歴史や理論に沿ったものです。これまで人間はどのようなインテリアをデザインしてきたの

か、それはどのような考えにもとづくのかを学ぶことが肝要です。また、快適なインテリアデザインの方法は、

世界中で同じというわけではありません。どのようなことを快適だと感じるかは地域や社会によって違うはず

です。こうした視点に立って、人の心や感性のはたらき、人のからだの特性やそのつかいかたの違いを踏まえ

てインテリアデザインを理解します。 
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会人としての「豊かな教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得する

ことが望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学

びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな

教養」を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  力力にに対対ししてて必必要要なな強強度度をを有有すするる安安定定ししたた構構造造のの仕仕組組みみやや形形をを理理解解しし、、空空間間をを構構成成すするる要要素素のの機機能能やや安安全全性性をを確確保保

すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

インテリア空間を構成する壁や天井、家具などの機能を維持し、内部にいる人の安全性を確保する

ためには、それらの構造を必要な強度で作る必要があります。基礎的な力学はそのための拠り所を与

えてくれるものであり、空間の基本的骨格を与える建築構造との関係を把握しておくことも重要です。

また、材料は構造材だけではなく、内外装の非構造材としても利用されるため、その性質を理解して

おく必要があります。  

cc33..  材材料料のの性性質質をを理理解解しし、、地地球球環環境境にに配配慮慮ししたた建建築築物物のの品品質質・・耐耐久久性性・・経経済済性性をを満満足足すするる適適切切なな材材料料のの選選択択おおよよびび  

施施工工方方法法をを提提案案すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

木、鉄、コンクリート、ガラスなどといった建築物をつくるのに欠かせない材料の性質を理解し、適切な使

い方を学ぶことが必要です。材料にはそれ自体のもっているさまざまな特徴があり、これを生かして使うこと

が必要です。さらには、地球環境や将来のことを考えれば、丈夫で長持ちのする建築物をつくる必要がありま

す。これには、適切な材料の選択がもっとも重要であるといっても過言ではありません。 

しかし、材料の選択が適切であっても、良い建物の作り方が伴わないと、全体的に優れた建築物はできませ

ん。このため、建築物に用いられる材料の適切な選択と、それを用いた効率的な施工法を併せて知ることが必

要です。 

cc44..  文文化化遺遺産産ととししててのの建建築築のの価価値値をを歴歴史史的的背背景景とと共共にに理理解解ししたた上上でで、、空空間間造造形形のの基基礎礎をを身身ににつつけけ、、建建築築デデザザイインンのの  

論論理理をを理理解解しし、、イインンテテリリアアのの設設計計ををすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

快適なインテリアデザインを創造するためには、さまざまな工夫や方法があります。しかし、それは、イン

テリアデザインの歴史や理論に沿ったものです。これまで人間はどのようなインテリアをデザインしてきたの

か、それはどのような考えにもとづくのかを学ぶことが肝要です。また、快適なインテリアデザインの方法は、

世界中で同じというわけではありません。どのようなことを快適だと感じるかは地域や社会によって違うはず

です。こうした視点に立って、人の心や感性のはたらき、人のからだの特性やそのつかいかたの違いを踏まえ

てインテリアデザインを理解します。 

わたしたちの専攻では、体験型・実習型の授業科目がたくさんあります。そうした科目で、実際の空間に壁

や家具、光などを配する実験をしながら、インテリア空間をデザインするうえで必要な寸法感覚と配置感覚、

空間演出などについて体験的に学習します。こうして、身につけた想像力を駆使することが自由自在にインテ

リアをデザインすることにつながります。そのうえで、住空間を中心とするインテリアデザインの課題を、手

描きやCADを駆使しながらこなすことによって、高度なデザインテクニックを身につけていきます。 

cc55..  持持続続可可能能なな社社会会ににおおいいてて、、快快適適なな環環境境作作りりとと環環境境問問題題へへのの対対処処ののたためめにに、、建建築築環環境境工工学学諸諸分分野野のの原原理理とと実実践践をを  

理理解解しし、、ああわわせせてて建建築築設設備備をを適適切切にに活活用用すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

快適性と健康面からインテリアデザインを考えるためには、環境要因である光、空気、熱、音、色彩の基本

的な特性とそれらを正しく評価する手法を学び、不快要素に対処できる実践力を身につける必要があります。

環境を評価する場合には単に物理的な評価だけではなく、人がその環境をどう感じているのかという感覚量を

用いた評価も重要です。人と環境要因のかかわりでいえば、視覚特性と光環境、嗅覚特性と空気環境、聴覚特

性と音環境などが密接に関係していて、それぞれの人の特性によって快適な環境は異なります。環境要素の心

理的・生理的な影響を学び、環境要素を適切に制御して上手に活用する方法を修得し、質の高いインテリア空

間を創造する力を身につけます。  

dd11..  獲獲得得ししたた知知識識・・技技能能・・態態度度をを総総合合的的にに活活用用しし、、自自由由なな発発想想のの下下、、独独自自にに工工夫夫・・応応用用しし、、新新たたなな知知見見をを創創造造すするる力力をを身身

ににつつけけてていいるる。。  

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想の

下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、その課

題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する中で、

それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、セミナ形

式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探求する方法

を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、これらの力

を学びます。 

「建築学」は、合理的なことも非合理的なことも含めて、あらゆる産業あらゆる社会と接点をもち、そこで

生活するあらゆる人間のための学問です。つまり実学を統合する唯一の学問だともいえます。人文科学、社会

科学、自然科学をバランスよく学ぶ建築学科での、「設計・計画」、「構造」、「材料」、「環境」、「歴史」の、5つ

の分野の学びを総合的に取り扱い、統合できる力を身につけます。  

dd22..  諸諸技技術術をを総総合合しし、、情情熱熱ををももっってて「「ももののつつくくりり」」にに取取りり組組むむ力力やや状状況況にに応応じじてて知知識識をを多多角角的的にに展展開開すするる力力をを身身ににつつけけてて

いいるる。。  

実習・演習・設計などの授業には、それぞれの授業の特色に沿ったプレゼンテーション学習が組み込まれて

います。さらに、それらを総合しプレゼンテーションに特化した演習がおこなわれます。プレゼンテーション

とは、自分の考えや主張を他人に説明し、共感や納得してもらうことをいいます。これにはふたつの段階があ

ると考えてください。第 1は、主張やアイディアのポイントを的確にまとめ、作品のイメージを美しく印象的

に表現すること。そして第２には、それを用いて人びとに対して語りかけ、自分の主張をアピールすることで

す。  

  

６６．．教教育育課課程程    

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。  

  本学の教育課程は，授業科目を順次的・体系的に配置したうえで，①授業科目の順次性・体系性と学位授与

の方針との関係性を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され，②授業

科目ごとに学修到達目標を定め，さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため，履修モデルも準備され

ています。  
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   図－1は，教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は，人間科学科目群，専門基礎科目群，および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については 6.1～6.3で説明しま

す。6.4 では卒業後の進路等に対応させて，教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデ

ルが例示します。各授業科目で何を学んで，どんな知識を修得するかは，6.5で紹介するカリキュラムマップに

おける学修到達目標に具体的にまとめています。 なお，教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的

な開講期と単位数などを示したものは，別に示す「開講科目一覧」に表しています。 

  以下にそれぞれの授業科目の授業内容および達成目標について説明します。  

  

図図－－１１  建建築築学学科科イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻のの教教育育課課程程のの構構成成概概念念図図  

 

６６．．１１  人人間間科科学学科科目目群群    

aa..  人人間間科科学学科科目目群群  ＡＡググルルーーププ  

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ    

ファースト・イヤー・セミナ（First Year Seminar、略してFYS、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん

方全員に、今後４年間の大学教育に不可欠な「「学学習習技技法法（（ススタタデディィ・・ススキキルルズズ））」」を習得してもらう科目です。

いわば「「大大学学ででのの学学びび方方」」をを学学ぶぶ授授業業科科目目です。 
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実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあ

るのです。この方法の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加して

ほしいのです。この点はとても大切です。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、
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半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベースができていないことが大き

く関わっていることが分かっています。 

この授業は次のように５つのパートでできています。 

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか 

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方 

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法 

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践 

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践 

 

この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに

適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル 11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1 年次に「英語スキル 1・2」、2

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

1年次に「中国語入門1・２」を選択科目として開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技 AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学 AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1 年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1 回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような

素地を身につけ、スポーツを通じて集団を意識し、社会に対する適応力を向上させることを目的としています。 

スポーツと健康の科学A・Bは3年次に配当しており、スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行

います。スポーツや身体の仕組みについて学び、各個人がより健康に生活できるような知識と態度を身につけ

る事を目的としています。 
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④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ

とを目標にします。一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするう

えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなくなります。 

 

⑤⑤  DDXX（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論  ・・  デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞  

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「Society 5.0」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 

データサイエンスやAIは今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。 

本学では、この内容を修得するため、1年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 1年生後期に「データサ

イエンス概論」が、すべての学科・専攻において必修科目として設置されています。 

どちらの科目ともオンデマンド形式の遠隔授業として開講されます。 

各自のノート PC 等を利用して都合のよい時間に学修し、設定された課題を指定された期日までに提出して

ください。 

なお、この二科目は文部科学省により実施されている「データサイエンス教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」に準拠した学修内容になっています。 

・・情情報報リリテテララシシーー概概論論  

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切

に効率よく利用できるようになることが重要です。 

本講義では、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するための方法について説明します。 

特に、本学で使用できる各種サービスについて説明します。 

今後の活動で必要となるグループでの情報共有やコミュニケーション、情報の共有方法など、情報通信技術

の基礎的な使用方法を確立してください。 

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論  

卒業後に自分が活躍したい業界・業種に関わらず、今後の社会ではデータサイエンスや AIを理解することは

重要です。 

本講義では、数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力を身につけることを目的としています。 

データやAIが社会にどう関わっているかを理解して、それらを活用するための方法について学修します。  

 

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群  ＢＢググルルーーププ  

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つは各学科・専攻でおもに

学ぶ専門科目群、他の二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群はファー

スト・イヤー・セミナと語学、体育の実技を含む Aグループと、講義科目である Bグループから成り立ってい

ます。 

人間科学科目群Bグループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、10科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、12科目）、「科学的なものの見方」(自然科学分野、12科目)、「学問への複眼的ア

プローチ」（学際的分野および演習、5科目）の4つのカテゴリーから構成されており、現代のリベラルアーツ

教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ A」、「課題探求セミナB」を
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人間科学科目群Bグループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、10科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、12科目）、「科学的なものの見方」(自然科学分野、12科目)、「学問への複眼的ア
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教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ A」、「課題探求セミナB」を

開講しています。 

これらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんに多様な知的刺激を与えることができるように工夫された

ものばかりです。そのねらいは、トータルな人間教育にほかなりません。言いかえると、皆さんが今をタフに

生き、将来を担う一市民としての教養を身につけ、それに磨きをかけること、これが本科目群の目指すところ

です。 

大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中で豊

かな人生を創出していくためには「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「コミュニケー

ション力」、「自ら考える力」それと「協働力」に重点を置いています。こうした点で皆さんが自分らしさを発

揮できるよう、B グループにはさまざまな授業を取りそろえています。できるだけ偏りを作らず履修し、修得

することが望まれます。 

現在、私たちは歴史的転換期に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けて

います。良いことも好ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であるこ

とを余儀なくされています。とくに日本は超高齢化社会に突入し、不透明で不確実な時代に入りつつあります。

それでも世界は飽くなきマネーフローと途轍もないテクノロジーの進化を介して緊密に結びつくと同時に、ア

メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、

即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は AI（人工知能）や IoT（モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。 

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。 

2年次、3年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。 

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。    
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６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－２２ののカリ

キュラム・フローチャートには，専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順

序が示してあります。  

  

図図－－２２  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

  

（（11））自自然然科科学学系系  

aa．．教教育育内内容容  

 本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する
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６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－２２ののカリ

キュラム・フローチャートには，専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順

序が示してあります。  

  

図図－－２２  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

  

（（11））自自然然科科学学系系  

aa．．教教育育内内容容  

 本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する

  

工学・建築学・情報学の考え方の基礎が集約されています。物体の代表例は工業材料（歯車やクランクなどの

機械部品、あるいは車や人工衛星、建築物などの製品）です。工業材料の静止状態を扱う科目の基礎事項も、

そして工業材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通し

て、ベクトルと微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギ

ー保存則など力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解

（関数）が運動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦

がある場合の減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動

を扱います。さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学１１，，化化学学２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学 1では物質の構成要素であ

る原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化学 2で

は、より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

（（22））建建築築学学基基礎礎系系  

aa．．教教育育内内容容 

 そもそも「建築学」の領域は、理系としての工学の枠だけに収まるものではなく、歴史や哲学のような文

系の要素、デザインや空間構成のような芸術系の要素、それらすべての要素が包含されており、欧米の大学

では、大学での「建築学」教育にあたり、日本のような工学部等の他学問分野との小学科方式をとらずに

「建築学部」としているところがほとんどです。また、本学は理念として「実学主義」を掲げ、実学の教育

と研究を通じて産業と社会に貢献するとしています。 

「建築学」は、合理的なことも非合理的なことも含めて、あらゆる産業あらゆる社会と接点をもち、そこ

で生活するあらゆる人間のための学問です。つまり実学を統合する唯一の学問だともいえます。 

人間科学科目群 Ｂグループでも、人文科学、社会科学、自然科学をバランスよく学びますが、建築学基礎

系の科目では、それらの中から、もう少し建築学に近いものを科目として設定しています。 

それぞれの教育内容は，次の通りです。 

[[建建築築関関係係科科目目]] 

建建築築基基礎礎数数理理１１．．２２    

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習します。建築基礎数理１では、数学的な基礎をまず

学習し、これを用いて建築で実際に必要となる計算に応用します。また、建築の基礎的な内容や、建築で必要

な化学や環境問題を学習します。 

建建築築概概論論、、芸芸術術概概論論    

建築学は、設計・計画、構造、材料、環境、歴史といった５つの専門分野から成り立っており、それらの 4年

間での学びを15週に凝縮し、オムニバス形式として開講します。また多岐にわたる芸術作品を、過去から現代

にいたるまでの様々な名作を紹介取り上げて、芸術や美術を学ぶ機会を提供します。 

環環境境色色彩彩論論  

色と光の関係、色覚メカニズム（色の見え方）、色の表し方、色彩調和論に基づく配色技法、色彩心理、そし

て建築・都市を構成する色彩デザインの実情等、建築を学ぶうえでも必要とされる色彩に関する基礎的知識を

学びます。 

造造形形基基礎礎実実習習、、イインンテテリリアアデデザザイインン基基礎礎実実習習  

あらゆるスケッチを通して、造形感覚を養います。またインテリアデザインの基礎的な実習を行います。 

建建築築のの仕仕組組みみ、、力力とと形形演演習習  

木造を中心とした建築物の構築方法や、基礎力学を、体験的かつ総合的に学びます。 
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((３３))  情情報報系系    

aa．．教教育育内内容容 

高度情報通信社会ということばやインターネットに代表されるように近年の情報化の進展は著しく、21世紀

の社会においては、一人ひとりが、情報の発信・収集・活用・伝達を効率よく実践できる情報活用能力を身に

つけることが必要です。このような時代に乗り遅れないように、大学４年間における皆さんの情報活用能力の

育成を目的として、専門基礎科目群のなかで情報系科目を設けています。 

1年次に、電子メールやインターネット、基本ソフトウェア（ワープロ、表計算、作図用2次元ＣＡＤ）の操

作といった基本的な情報の活用方法を体験し、情報処理の原理や仕組みを理解できるようになっています。ま

た2年次以降は3次元CADや画像処理、プレゼンテーションの技法など、建築の現場で使われるより高度な情報活

用技術や、さまざまな調査分析などに活用できる統計処理の手法について学びます。 

[[情情報報系系関関係係科科目目]]  

情報リテラシ、建築ＣＡＤ1.2、建築プレゼンテーション演習、建築統計処理、 

デジタルファブリケーション演習） 

((４４))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ  

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 
なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 
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((３３))  情情報報系系    

aa．．教教育育内内容容 

高度情報通信社会ということばやインターネットに代表されるように近年の情報化の進展は著しく、21世紀

の社会においては、一人ひとりが、情報の発信・収集・活用・伝達を効率よく実践できる情報活用能力を身に

つけることが必要です。このような時代に乗り遅れないように、大学４年間における皆さんの情報活用能力の

育成を目的として、専門基礎科目群のなかで情報系科目を設けています。 

1年次に、電子メールやインターネット、基本ソフトウェア（ワープロ、表計算、作図用2次元ＣＡＤ）の操

作といった基本的な情報の活用方法を体験し、情報処理の原理や仕組みを理解できるようになっています。ま

た2年次以降は3次元CADや画像処理、プレゼンテーションの技法など、建築の現場で使われるより高度な情報活

用技術や、さまざまな調査分析などに活用できる統計処理の手法について学びます。 

[[情情報報系系関関係係科科目目]]  

情報リテラシ、建築ＣＡＤ1.2、建築プレゼンテーション演習、建築統計処理、 

デジタルファブリケーション演習） 

((４４))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ  

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 
なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

  

  

    

６６．．３３  専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））  

  専門科目群の授業科目は、基幹科目、展開科目と卒業研究からなります。図１にあげた各専門科目がどのよ

うにつながっているか、それらの学習順序がどのようになっているかを図３に示します。教育目標を達成する

ために、建築学科インテリアデザイン専攻では体感型・演習型の授業を重視します。「読む・聴く」ことで覚え

るよりも、まず「体験・実行」して、からだをつかって理解できるようにしています。また、授業のなかで学

生自らが考えた案を提案する機会をいくども設け、インテリアデザインへのモチベーションと自信を育てます。

これらを通じて論理的思考や問題発見能力を培い、総合力を高めます。 

 これらの科目について教育内容の概要を以下に説明します。各授業科目で何を学んで、どんな知識を修得す

るかは、後述の（4)に具体的にまとめています。  

図図－－３３  専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  
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（（11））基基幹幹科科目目  

    基幹科目は、入門的・基礎的な専門知識を学ぶ必修科目と選択科目からなります。 

①①  必必修修科科目目 必修科目では、入門的・基礎的な専門知識を学びます。 

建建築築・・イインンテテリリアア入入門門セセミミナナ  

建築およびインテリアを学ぶ為の動機づけ科目です。 

建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習１１、、建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習２２  

図面の表現方法や透視図など、インテリアデザインを進める上で不可欠な製図の基礎を学びます。 

イインンテテリリアア計計画画１１、、イインンテテリリアア計計画画２２、、イインンテテリリアア設設計計１１、、イインンテテリリアア設設計計２２、、イインンテテリリアア設設計計３３、、建建築築法法規規  

インテリアデザインの進め方を学習するとともに、インテリアデザインに必要な基礎知識を学びます。 

建建築築遺遺産産ＡＡ  

建築・インテリアデザインの基礎的かつ重要な知識である建築の歴史を学びます。 

環環境境工工学学１１、、環環境境工工学学２２、、環環境境工工学学３３、、建建築築設設備備  

各環境要素について、諸問題や評価方法などを学習し、建築環境工学と建築設備の基礎を学びます。 

建建築築構構法法、、建建築築材材料料、、構構造造・・材材料料実実験験  

建築のさまざまな構法の詳細や、建築の材料として用いられる鉄、コンクリート、木材などの化学的・力学

的特徴を学びます。 

構構造造力力学学１１、、構構造造力力学学２２  

建築物を設計・施工・管理するときに必要になる基礎力学を学びます。 

②②  選選択択基基幹幹科科目目  

イインンテテリリアアエエレレメメンントト演演習習１１、、２２、、デデザザイインンママネネジジメメンントト演演習習１１、、２２  

インテリア空間を組織するさまざまな要素（素材、色彩、種類、製品の特徴）を取上げ、その特性を学びま

す。またデザイナーやユーザー、クライアントの立場や役割についても学びます。 

建建築築遺遺産産ＢＢ  

建築・インテリアデザインの基礎的かつ重要な知識である建築の歴史を学びます。 

環環境境評評価価演演習習  

さまざまな環境の特性を把握する実践的方法を習得します。 

建建築築環環境境材材料料  

環境負荷を軽減するための建築材料に関する知識を学びます。 

（（22））展展開開科科目目  

    ２年次後期以降に配当されている展開科目はすべて選択科目です。 

総総合合空空間間設設計計１１、、総総合合空空間間設設計計２２、、  

インテリアデザインの進め方を学習するとともに、インテリアデザインに必要な基礎知識を学びます。 

空空間間文文化化論論、、住住空空間間論論、、建建築築企企画画論論、、都都市市計計画画、、ままちちづづくくりり論論、、建建築築デデザザイインン史史、、建建築築デデザザイインン論論  

インテリア空間のデザインに必要な計画論的知識と造形理論、日本や外国の建築の特質と構造的特徴を把握

し、文化遺産としての重要性やその保存に関して学びます。 

環環境境心心理理学学  

人の心の様態と環境との関係性を学びます。 

− 72 −



（（11））基基幹幹科科目目  

    基幹科目は、入門的・基礎的な専門知識を学ぶ必修科目と選択科目からなります。 

①①  必必修修科科目目 必修科目では、入門的・基礎的な専門知識を学びます。 

建建築築・・イインンテテリリアア入入門門セセミミナナ  

建築およびインテリアを学ぶ為の動機づけ科目です。 

建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習１１、、建建築築・・イインンテテリリアア図図法法実実習習２２  

図面の表現方法や透視図など、インテリアデザインを進める上で不可欠な製図の基礎を学びます。 

イインンテテリリアア計計画画１１、、イインンテテリリアア計計画画２２、、イインンテテリリアア設設計計１１、、イインンテテリリアア設設計計２２、、イインンテテリリアア設設計計３３、、建建築築法法規規  

インテリアデザインの進め方を学習するとともに、インテリアデザインに必要な基礎知識を学びます。 

建建築築遺遺産産ＡＡ  

建築・インテリアデザインの基礎的かつ重要な知識である建築の歴史を学びます。 

環環境境工工学学１１、、環環境境工工学学２２、、環環境境工工学学３３、、建建築築設設備備  

各環境要素について、諸問題や評価方法などを学習し、建築環境工学と建築設備の基礎を学びます。 

建建築築構構法法、、建建築築材材料料、、構構造造・・材材料料実実験験  

建築のさまざまな構法の詳細や、建築の材料として用いられる鉄、コンクリート、木材などの化学的・力学

的特徴を学びます。 

構構造造力力学学１１、、構構造造力力学学２２  

建築物を設計・施工・管理するときに必要になる基礎力学を学びます。 

②②  選選択択基基幹幹科科目目  

イインンテテリリアアエエレレメメンントト演演習習１１、、２２、、デデザザイインンママネネジジメメンントト演演習習１１、、２２  

インテリア空間を組織するさまざまな要素（素材、色彩、種類、製品の特徴）を取上げ、その特性を学びま

す。またデザイナーやユーザー、クライアントの立場や役割についても学びます。 

建建築築遺遺産産ＢＢ  

建築・インテリアデザインの基礎的かつ重要な知識である建築の歴史を学びます。 

環環境境評評価価演演習習  

さまざまな環境の特性を把握する実践的方法を習得します。 

建建築築環環境境材材料料  

環境負荷を軽減するための建築材料に関する知識を学びます。 

（（22））展展開開科科目目  

    ２年次後期以降に配当されている展開科目はすべて選択科目です。 

総総合合空空間間設設計計１１、、総総合合空空間間設設計計２２、、  

インテリアデザインの進め方を学習するとともに、インテリアデザインに必要な基礎知識を学びます。 

空空間間文文化化論論、、住住空空間間論論、、建建築築企企画画論論、、都都市市計計画画、、ままちちづづくくりり論論、、建建築築デデザザイインン史史、、建建築築デデザザイインン論論  

インテリア空間のデザインに必要な計画論的知識と造形理論、日本や外国の建築の特質と構造的特徴を把握

し、文化遺産としての重要性やその保存に関して学びます。 

環環境境心心理理学学  

人の心の様態と環境との関係性を学びます。 

維維持持・・保保全全工工学学、、建建築築生生産産１１、、建建築築生生産産２２  

さまざまな構造の建築物の構方や材料の特性、建築現場での実践的知識などを、体験的かつ総合的に学びま

す。 

振振動動とと塑塑性性解解析析、、力力ととデデザザイインン、、構構造造設設計計演演習習  

建築産業の現場において技術的諸問題を容易に解決し、業務を円滑に遂行できる能力をそなえた技術者、ま

た社会に根ざした技術者となることをめざしている皆さんに必要な科目です。建設業、住宅産業、建材メーカ

ー、構造事務所などに就職して、機能性にすぐれ、安全性がある建築を設計・施工するような仕事に就くため

に必要な専門知識が修得できるようになっています。 

イインンタターーンンシシッッププ（（学学外外研研修修））  

インテリアや住宅のデザイン事務所、インテリアメーカー、工務店、販売店などの学外企業においてインテ

リア実務のインターンシップをおこないます。 

（（33））卒卒業業研研究究  

  「卒業研究」に関連する科目は、セミナ１、セミナ２、そして卒業研究からなります。 

  卒業研究は１年～４年次で履修する専門科目の総括として位置づけられるものです。課題を探求し、組み立

て、解決する実践的能力を養います。教員の指導のもとで、各自が研究テーマを決め、研究計画を作り、研究

を遂行し、その結果を考察し、これらをまとめ、発表するというものであり、卒業論文あるいは卒業設計から

なります。 セミナ１、セミナ２は卒業研究を行うにあたって必要な内容を各自の研究テーマに応じて専門的

に学びます。 

・・学学習習到到達達目目標標  

  ４年間の専門教育課程を修めることにより、標準教育プログラムで述べた内容をどのような順序で学んで、

どのような知識を修得するかを、カリキュラムマップにまとめてあります。 

（（44））横横断断的的なな科科目目のの履履修修  

   建築学科インテリアデザイン専攻では、同一学科内の他の専攻の開講する授業科目を選択科目と

して履修し、１２単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができます。 

 例えば、建築専攻であれば、建築設計１、建築設計２、建築設計３、建築計画１、建築計画２、

骨組の解析法、鋼構造、コンクリート系構造、鉄筋コンクリート構造演習が、インテリアデザイン

専攻では開講されていない科目として開講されており、関心がある科目を横断的に履修し学修する

ことができます。 

 

  

６６．．４４  履履修修モモデデルル  

基幹科目で重要なことは建築学を学ぶときに不可欠な基本知識を修得することです。また、展開科目や卒業

研究では、卒業後の進路も見据えて、建築学のなかでどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自身で考える

ことが大事です。 

 履修モデルは、以上に説明した教育課程の授業科目（専門基礎科目群と専門科目群）をどのように学習して

いくかという履修モデルを例示したものです。 
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建築学部 建築学科 かおりデザイン専攻 

学士課程教育プログラム 
 
11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門的能

力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 
２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的  

    建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 

４４．．建建築築学学科科  かかおおりりデデザザイインン専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科かおりデザイン専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。 

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含め

た自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化

活動について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら

行動できる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分

を磨き上げる苦労を喜びへと促します。 

     専門力の育成とは、環境の健康と快適性に密接に関係する「におい・かおり」について基礎知識を

身に付け、「におい・かおり」の視点から安全で快適な生活環境をデザインできる力を修得することで

す。 

心豊かな生活を営むためには、心と身体が健全であることが不可欠です。そのためには、私たちを

取り巻く生活環境も安全かつ快適でなければなりません。「におい」という言葉を聞くと、悪臭が連想

され、悪いイメージを抱く人が多いと思いますが、古くは色の際立ちや美しい様を言う言葉として使

用されていました。かおりデザイン専攻では、「におい」が元来持っていた意味を大切にし、生活環境

の質を高め、生活を彩る要素としての「におい・かおり」の基礎知識を身に付け、建築における「に

おい・かおり」の持つ役割について学びます。不快なにおいを制御するとともに、かおりを有効活用

し、安全で快適な生活環境がデザインできる力の修得を目標としています。そのために、生活を支え

る建築、住まい、食、生活環境について学び、さらに人の心と身体の健康、食、生活で使用する機器、

住まいや街などとにおいとの関係を学びます。 

かおりデザイン専攻の専門の学び分野を大きく分けると、「生活環境学」「におい・かおり測定・評価（測

定・評価）」「におい対策（臭気対策）」「かおりの創造・活用（調香技術）」「人の心・身体と香りの関係（生理・

心理）」「総合」の６分野、建築士受験資格に関係する「建築士関連」のほか、「キャリア構築系」、「プレゼンテ
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建築学部 建築学科 かおりデザイン専攻 

学士課程教育プログラム 
 
11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門的能

力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 
２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的  

    建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 

４４．．建建築築学学科科  かかおおりりデデザザイインン専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科かおりデザイン専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。 

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含め

た自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化

活動について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら

行動できる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分

を磨き上げる苦労を喜びへと促します。 

     専門力の育成とは、環境の健康と快適性に密接に関係する「におい・かおり」について基礎知識を

身に付け、「におい・かおり」の視点から安全で快適な生活環境をデザインできる力を修得することで

す。 

心豊かな生活を営むためには、心と身体が健全であることが不可欠です。そのためには、私たちを

取り巻く生活環境も安全かつ快適でなければなりません。「におい」という言葉を聞くと、悪臭が連想

され、悪いイメージを抱く人が多いと思いますが、古くは色の際立ちや美しい様を言う言葉として使

用されていました。かおりデザイン専攻では、「におい」が元来持っていた意味を大切にし、生活環境

の質を高め、生活を彩る要素としての「におい・かおり」の基礎知識を身に付け、建築における「に

おい・かおり」の持つ役割について学びます。不快なにおいを制御するとともに、かおりを有効活用

し、安全で快適な生活環境がデザインできる力の修得を目標としています。そのために、生活を支え

る建築、住まい、食、生活環境について学び、さらに人の心と身体の健康、食、生活で使用する機器、

住まいや街などとにおいとの関係を学びます。 

かおりデザイン専攻の専門の学び分野を大きく分けると、「生活環境学」「におい・かおり測定・評価（測

定・評価）」「におい対策（臭気対策）」「かおりの創造・活用（調香技術）」「人の心・身体と香りの関係（生理・

心理）」「総合」の６分野、建築士受験資格に関係する「建築士関連」のほか、「キャリア構築系」、「プレゼンテ

ーション技術系」の９分野です。 

修得できる具体的な内容は、次の通りです。 

１．嗅覚の特性に関する専門知識と、におい・かおりを測定・評価する基本的な力を取得する。 

２．におい物質、香料、人の心と身体に関する専門知識と、におい対策手法とかおり活用能力を取得する。 

３．におい・かおり空間をデザインするために必要な空間を構成する要素と環境要素に関する専門知識を取得

する。 

４．調査・実験データから客観的・論理的ににおい・かおり環境を考察し、より良いにおい・かおり環境の実

現に必要な事項を整理し、改善点を提案する力を取得する。 

５．人とにおいの関係を考慮し、におい・かおりの視点を取り入れたその時々で相応しい生活環境を創造する

力を取得する。 

  

５５．．学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位授与の方針は以下の表-1 の a,b,c,d の 4 つです。内容は 5.1 で詳述します。

建築学科かおりデザイン専攻では、この 4つの方針それぞれに関して、専攻での学習内容に沿って複数

の学位授与方針（合計 12個）を設定しています。内容は 5.2で詳述します。 

 

表表--11  大大学学のの学学位位授授与与方方針針とと建建築築学学科科かかおおりりデデザザイインン専専攻攻のの学学位位授授与与方方針針のの関関係係  

 

大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  aa  bb  cc  dd  

建建築築学学科科かかおおりりデデザザイインン

専専攻攻のの学学位位授授与与方方針針  
aa11  aa22  ｂｂ11  ｂｂ22  ｂｂ33  ｃｃ11  ｃｃ22  ｃｃ33  ｃｃ44  ｄｄ11  ｄｄ22  ｄｄ33  

 

５５．．１１  大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位は、以下の 4 つの力を身につけている者に授与する。  

aa..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎的的なな能能力力をを身身ににつつけけてていいるる    

健全な倫理観に基づき、規律性をもって主体 的にかつ目標を定めて行動する力、現状を分析して目的や課題 

を明らかにする力、他者と協働するためのコミュニケーション力を身につけている。  

bb..豊豊かかなな教教養養をを身身ににつつけけてていいるる  

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身につけ、異なる思考様式を理解す 

る態度と力を身につけている。  

cc..確確かかなな専専門門性性をを身身ににつつけけてていいるる  

自らの専門分野の基礎から応用までの理論・概念や方法論に関する知識を身につけ、当該分野の情報・デー 

タを論理的に分析し、課題解決のために応用する力を身につけている。  

dd..豊豊かかなな創創造造力力をを身身ににつつけけてていいるる  

獲得した知識・技能・態度を総合的に活用し、自由な発想の下、独自に工夫・応用し、新たな知見を創造す 

る力を身につけている。   
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５５．．２２  学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針  

建築学科かおりデザイン専攻では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。 

aa11..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。  

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレ

ゼンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたり

ます。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開

講しており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻

により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a1と次の項目a2は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。 

aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかにす

る力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科学科

目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を正しく

分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良識

をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関する

一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があります。

また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身につける

ことは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれをも

とに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人

としての「豊かな教養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが

望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教養」

を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学び

ます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな
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５５．．２２  学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針  

建築学科かおりデザイン専攻では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。 

aa11..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。  

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレ

ゼンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたり

ます。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開

講しており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻

により独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a1と次の項目a2は互いに密接に関連してお

り、両方とも身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。 

aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかにす

る力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科学科

目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を正しく

分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良識

をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関する

一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があります。

また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身につける

ことは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれをも

とに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人

としての「豊かな教養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが

望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教養」

を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学び

ます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。 

cc22..  嗅嗅覚覚のの特特性性にに関関すするる専専門門知知識識ががあありり、、ににおおいい・・かかおおりりをを測測定定・・評評価価すするる基基本本的的なな力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

嗅覚の重要性は認識されており、最新情報を基に、嗅覚機構を生理学的、解剖学的に学ぶとともに嗅覚の特

性についても学びます。また、においの発生から嗅覚で検知されてにおいが顕在化するまでの過程、においの

表現方法についても学びます。人間の嗅覚を用いて臭気を数値化する嗅覚測定法について、その方法から用途、

留意点、嗅覚測定を行う際の注意点、においを評価するパネルの選定方法を学び、臭気濃度を求める方法であ

る三点比較式臭袋法を実施できる力を身に付けます。臭気強度、快・不快度、容認性、においの質の評価方法

と解析方法、機器により臭気を数値化する方法について各用途と留意点を学びます。においの機器測定につい

ては、長所と短所を学び、においの測定において適切な機器の選定ができる力を身に付け、特に、においセン

サー、におい識別装置、検知管を用いた臭気物質濃度の測定、ガスクロマトグラフ、ガスクロマトグラフ質量

分析計、液体クロマトグラフなどを用いた分析方法を学び、臭気の成分の定性、定量技術を修得します。 

cc33..  ににおおいい物物質質、、香香料料、、人人のの心心とと身身体体にに関関すするる専専門門知知識識ががあありり、、ににおおいい対対策策手手法法ととかかおおりり活活用用能能力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

人間の五感（嗅覚、味覚、視覚、聴覚、触覚）についての基礎を学び、特に嗅覚の重要性を理解します。嗅

覚は味覚と同様に化学物質を感知する感覚器官（センサー）であることを理解し、におい物質がいかなる化学

的特性（主に分子構造に着目）及び物理的特性を持ち合わせているのかを学びます。また、日常生活及び自然

界（主に動植物）中でのにおい物質の発生には、微生物の作用を含め、様々な条件が関与している事を学びま

す。また、におい・かおりはフレグランスおよびフレーバーのみならず、広く香り周辺のビジネスや研究の基

礎となることを知り、かおりの特性や香料化学を学びます。代表的な香料に関してその特性を学ぶとともに、

スニッフィング法を用いて、香気を記憶する訓練を行います。さらに、調合上必要となる香料素材の物性や調

合香料付加価値をつける香料の機能性、および冷感剤などに代表される調合香料の改質材、調合香料の基本的

構成や使用助剤、調合香料の用途、香料の生産における品質管理問題、香料の安全性や登録問題を学びます。

調香技術として、基本的なかおりアコードの取り方と調香の基本的な考え方について学び、実際に調香を行い、

調香技術を身に付けます。におい対策については、生活環境の中で発生するにおい物質は、どのような場所で

どのようにして発生してくるのかを理解します。また、産業分野から一般消費者までのにおい対策法の基礎を

幅広く学び、さらに最新の研究、技術の進歩について学ぶ。実験室レベルでの簡易な消臭脱臭法を経験し、ど

のような原理でにおい物質が空間から低減、除去されるのかを理解し、様々な消脱臭製品の性能を評価する方

法を学び、演習を通して、その除去率の算出方法を修得します。空気清浄機の脱臭性能、芳香剤の効果、消臭

剤の効果などの評価方法を学び、様々な消脱臭製品に対して脱臭性能の評価方法を選択する力と評価技術を身

に付けます。       

cc44..  ににおおいい・・かかおおりり空空間間ををデデザザイインンすするるたためめにに必必要要なな空空間間をを構構成成すするる要要素素とと環環境境要要素素にに関関すするる専専門門知知識識をを身身ににつつけけてて  

いいるる。。  

におい・かおり空間をデザインするためには、空間を構成する環境要素に関する知識と評価方法の知識が必

要です。空間デザインを行う上で必要な環境要素である空気は、におい・かおりとは特に密接に関係すること

から、重点的に学びます。空気環境の基礎を学び、化学物質等による室内空気汚染が問題になっていることか

らその問題に正しく対処するための知識を身に付け、対策の一つである換気のメカニズムを学ぶ。生活環境に

は、空気のほかに、光、音、熱などの他の要素もあり、それら全てが同時に感じられています。におい・かお

り空間の環境の良し悪しには、におい・かおりと空気のみならず、様々な環境要素をどう捉えるかを知ること

が、環境改善・質的向上を考える場合で重要であり、におい・かおりと他の環境要素とを組み合わせた快適な

におい・かおり空間デザイン創造のためにも必要不可欠です。環境の物理的な測定手法や人の感覚を用いた測

定・評価方法を中心に学び、空気、光、音、熱などの環境と人との関係への理解を深め、環境要素の測定・評

価に関する知識と技術を身に付けます。  

dd11..  獲獲得得ししたた知知識識・・技技能能・・態態度度をを総総合合的的にに活活用用しし、、自自由由なな発発想想のの下下、、独独自自にに工工夫夫・・応応用用しし、、新新たたなな知知見見をを創創造造すするる力力をを身身
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ににつつけけてていいるる。。    

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想の

下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、その課

題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する中で、

それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、セミナ形

式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探求する方法

を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、これらの力

を学びます。 

かおりデザインの 6分野とキャリア構築系、プレゼンテーション技術系、建築士関連で学ぶ内容を基に、よ

り良いかおりデザインの創造ができる力をセミナ形式の演習系科目で磨いていきます。 

dd22..  調調査査・・実実験験デデーータタかからら客客観観的的・・論論理理的的ににににおおいい・・かかおおりり環環境境をを考考察察しし、、よよりり良良いいににおおいい・・かかおおりり環環境境のの実実現現にに必必要要なな

事事項項をを整整理理しし、、改改善善点点をを提提案案すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

におい・かおり空間をデザインするには、空間の臭気を制御し，様々なかおりの特性を活かし，その空間の

用途から、不快臭を対策し、空間に相応しいかおりを活用することで、快適なにおい・かおり環境を実現する

ことができます。より良いにおい・かおり環境を実現するための課題の抽出ができ、それらの課題を把握する

手法、調査、データ整理、分析に関する知識を学び、その状況に相応しいにおい・かおり空間デザインの提案

ができる力を身につけます。また、より良いにおい・かおり環境を実現するためには、研究の成果や産業界で

展開されているにおい・かおりの内容を把握しておく必要があります。におい・かおりに関する研究、産業界

の動向などを学び、自らも研究や産業界の動向などを調査できる力を身に付けるために、調査手法、解析手法

を身に付けます。さらに、調査結果を分かりやすく伝えられるようにプレゼンテーション能力を磨きます。 

dd33..  人人ととににおおいいのの関関係係をを考考慮慮しし、、ににおおいい・・かかおおりりのの視視点点をを取取りり入入れれたたそそのの時時々々でで相相応応ししいい生生活活環環境境をを創創造造すするる力力をを  

身身ににつつけけてていいるる。。  

におい・かおりをはじめとした人を取り巻く環境要素は、常に何らかの形で人に刺激を与えています。この

ため、人に刺激を与えて反応や評価を把握する手法は、人と環境の関係を把握するための有効な手法です。に

おい刺激を念頭に置いて、心理評価手法および生理反応測定手法に関する知識を身に付けます。また、その時々

で相応しい生活環境を創造するためには、環境の基準値を把握しておく必要があり、においに関する容認性と

許容レベルに関する知識を身に付けます。さらに、人を取り巻く環境要素は，それぞれの環境要素が同時に人

に刺激を与えていることから、人と環境の関係を総合的に把握できる手法を身に付けます。各手法の長所・短

所、解析法、注意点などに関して学び、目的に応じた適切な手法が活用できる力を身に付け、総合的に安全で

快適な環境を創造できる力を身に付けます。 

  

６６．．教教育育課課程程  

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。  
  本学の教育課程は、授業科目を順次的・体系的に配置したうえで、①授業科目の順次性・体系性と学位授与

の方針との関係性を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され、②授業

科目ごとに学修到達目標を定め、さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため、履修モデルも準備され

ています。  
   図－1は，教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は、人間科学科目群、専門基礎科目群、および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については 6.1～6.3 で説明します。

6.4 では卒業後の進路等に対応させて、教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデルが例示しま

す。各授業科目で何を学んで、どんな知識を修得するかは、6.5 で紹介するカリキュラムマップにおける学修到達目標に

具体的にまとめています。  
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ににつつけけてていいるる。。    

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想の

下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、その課

題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する中で、

それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、セミナ形

式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探求する方法

を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、これらの力

を学びます。 

かおりデザインの 6分野とキャリア構築系、プレゼンテーション技術系、建築士関連で学ぶ内容を基に、よ

り良いかおりデザインの創造ができる力をセミナ形式の演習系科目で磨いていきます。 

dd22..  調調査査・・実実験験デデーータタかからら客客観観的的・・論論理理的的ににににおおいい・・かかおおりり環環境境をを考考察察しし、、よよりり良良いいににおおいい・・かかおおりり環環境境のの実実現現にに必必要要なな

事事項項をを整整理理しし、、改改善善点点をを提提案案すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

におい・かおり空間をデザインするには、空間の臭気を制御し，様々なかおりの特性を活かし，その空間の

用途から、不快臭を対策し、空間に相応しいかおりを活用することで、快適なにおい・かおり環境を実現する

ことができます。より良いにおい・かおり環境を実現するための課題の抽出ができ、それらの課題を把握する

手法、調査、データ整理、分析に関する知識を学び、その状況に相応しいにおい・かおり空間デザインの提案

ができる力を身につけます。また、より良いにおい・かおり環境を実現するためには、研究の成果や産業界で

展開されているにおい・かおりの内容を把握しておく必要があります。におい・かおりに関する研究、産業界

の動向などを学び、自らも研究や産業界の動向などを調査できる力を身に付けるために、調査手法、解析手法

を身に付けます。さらに、調査結果を分かりやすく伝えられるようにプレゼンテーション能力を磨きます。 

dd33..  人人ととににおおいいのの関関係係をを考考慮慮しし、、ににおおいい・・かかおおりりのの視視点点をを取取りり入入れれたたそそのの時時々々でで相相応応ししいい生生活活環環境境をを創創造造すするる力力をを  

身身ににつつけけてていいるる。。  

におい・かおりをはじめとした人を取り巻く環境要素は、常に何らかの形で人に刺激を与えています。この

ため、人に刺激を与えて反応や評価を把握する手法は、人と環境の関係を把握するための有効な手法です。に

おい刺激を念頭に置いて、心理評価手法および生理反応測定手法に関する知識を身に付けます。また、その時々

で相応しい生活環境を創造するためには、環境の基準値を把握しておく必要があり、においに関する容認性と

許容レベルに関する知識を身に付けます。さらに、人を取り巻く環境要素は，それぞれの環境要素が同時に人

に刺激を与えていることから、人と環境の関係を総合的に把握できる手法を身に付けます。各手法の長所・短

所、解析法、注意点などに関して学び、目的に応じた適切な手法が活用できる力を身に付け、総合的に安全で

快適な環境を創造できる力を身に付けます。 

  

６６．．教教育育課課程程  

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。  
  本学の教育課程は、授業科目を順次的・体系的に配置したうえで、①授業科目の順次性・体系性と学位授与

の方針との関係性を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され、②授業

科目ごとに学修到達目標を定め、さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため、履修モデルも準備され

ています。  
   図－1は，教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は、人間科学科目群、専門基礎科目群、および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については 6.1～6.3 で説明します。

6.4 では卒業後の進路等に対応させて、教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデルが例示しま

す。各授業科目で何を学んで、どんな知識を修得するかは、6.5 で紹介するカリキュラムマップにおける学修到達目標に

具体的にまとめています。  

なお、教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的な開講期と単位数などを示したものは、別に

示す「開講科目一覧」に表しています。  

 
図図－－１１  建建築築学学科科かかおおりりデデザザイインン専専攻攻のの教教育育課課程程のの構構成成概概念念図図    

 
６６．．１１  人人間間科科学学科科目目群群        

aa..  人人間間科科学学科科目目群群  ＡＡググルルーーププ  

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ    

ファースト・イヤー・セミナ（First Year Seminar、略してFYS、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん

方全員に、今後４年間の大学教育に不可欠な「学習技法（スタディ・スキルズ）」を習得してもらう科目です。

いわば「大学での学び方」を学ぶ授業科目です。 

実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあ

るのです。この方法の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加して

ほしいのです。この点はとても大切です。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、

せっかく勉学に打ち込んでもそれが空回りに終わって、４年たっても実を結ばない、こうしたことの原因の一

半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベースができていないことが大き

く関わっていることが分かっています。 

この授業は次のように５つのパートでできています。 

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか 

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方 

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法 

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践 

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践 

学年 1年次 2年次 3年次 4年次

科
目
群
の
位
置
づ
け

人間科学科目群

社会・自然・人間と科学技術を調和させるための幅広い知識を習得し、必要な教養を身につけます。

専門基礎科目群

今まで学習してきた内容を大学での専門教育に
つなげるための基礎的素養を身につけます。

専門科目群

基幹科目

専門知識を習得するときの土台となる科目です。

展開科目

興味や将来の進路にしたがってより高度な学習ができる科目です。

卒業研究
総合セミナ１,２,卒業
研究が該当し、総合
セミナは、卒業研究
の土台となります。
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この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに

適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1年次に「英語スキル 1・2」、2

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

1年次に「中国語入門1・２」を選択科目として開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような

素地を身につけ、スポーツを通じて集団を意識し、社会に対する適応力を向上させることを目的としています。 

スポーツと健康の科学A・Bは3年次に配当しており、スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行

います。スポーツや身体の仕組みについて学び、各個人がより健康に生活できるような知識と態度を身につけ

る事を目的としています。 

 

④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ

とを目標にします。一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするう

えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなくなります。 

 

⑤⑤  DDXX（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論  ・・  デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞  

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「Society 5.0」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 

データサイエンスやAIは今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。 
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この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに

適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1年次に「英語スキル 1・2」、2

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

1年次に「中国語入門1・２」を選択科目として開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような

素地を身につけ、スポーツを通じて集団を意識し、社会に対する適応力を向上させることを目的としています。 

スポーツと健康の科学A・Bは3年次に配当しており、スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行

います。スポーツや身体の仕組みについて学び、各個人がより健康に生活できるような知識と態度を身につけ

る事を目的としています。 

 

④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ

とを目標にします。一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするう

えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなくなります。 

 

⑤⑤  DDXX（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論  ・・  デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞  

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「Society 5.0」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 

データサイエンスやAIは今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。 

本学では、この内容を修得するため、1年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 1年生後期に「データサ

イエンス概論」が、すべての学科・専攻において必修科目として設置されています。 

どちらの科目ともオンデマンド形式の遠隔授業として開講されます。 

各自のノート PC 等を利用して都合のよい時間に学修し、設定された課題を指定された期日までに提出して

ください。 

なお、この二科目は文部科学省により実施されている「データサイエンス教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」に準拠した学修内容になっています。 

・・情情報報リリテテララシシーー概概論論  

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切

に効率よく利用できるようになることが重要です。 

本講義では、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するための方法について説明します。 

特に、本学で使用できる各種サービスについて説明します。 

今後の活動で必要となるグループでの情報共有やコミュニケーション、情報の共有方法など、情報通信技術

の基礎的な使用方法を確立してください。 

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論  

卒業後に自分が活躍したい業界・業種に関わらず、今後の社会ではデータサイエンスや AIを理解することは

重要です。 

本講義では、数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力を身につけることを目的としています。 

データやAIが社会にどう関わっているかを理解して、それらを活用するための方法について学修します。  

 

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群  ＢＢググルルーーププ  

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つは各学科・専攻でおもに

学ぶ専門科目群、他の二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群はファー

スト・イヤー・セミナと語学、体育の実技を含む Aグループと、講義科目である Bグループから成り立ってい

ます。 

人間科学科目群Bグループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、10科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、12科目）、「科学的なものの見方」(自然科学分野、12科目)、「学問への複眼的ア

プローチ」（学際的分野および演習、5科目）の4つのカテゴリーから構成されており、現代のリベラルアーツ

教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ A」、「課題探求セミナB」を

開講しています。 

これらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんに多様な知的刺激を与えることができるように工夫された

ものばかりです。そのねらいは、トータルな人間教育にほかなりません。言いかえると、皆さんが今をタフに

生き、将来を担う一市民としての教養を身につけ、それに磨きをかけること、これが本科目群の目指すところ

です。 

大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中で豊

かな人生を創出していくためには「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「コミュニケー

ション力」、「自ら考える力」それと「協働力」に重点を置いています。こうした点で皆さんが自分らしさを発

揮できるよう、B グループにはさまざまな授業を取りそろえています。できるだけ偏りを作らず履修し、修得

することが望まれます。 

現在、私たちは歴史的転換期に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けて

います。良いことも好ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であるこ

とを余儀なくされています。とくに日本は超高齢化社会に突入し、不透明で不確実な時代に入りつつあります。

それでも世界は飽くなきマネーフローと途轍もないテクノロジーの進化を介して緊密に結びつくと同時に、ア
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メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、

即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は AI（人工知能）や IoT（モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。 

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。 

2年次、3年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。 

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。 

  

６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－２２ののカリキ

ュラム・フローチャートには，専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順序

が示してあります。 

図図－－２２  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

系 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

基礎物理A 基礎物理B

線形代数1 線形代数2

化学基礎1 化学基礎1 計12単位

力学1 力学2 力学3 計16単位

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

情報処理1 情報処理2 計4単位

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

情
報
系
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メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、

即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は AI（人工知能）や IoT（モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。 

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。 

2年次、3年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。 

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。 

  

６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－２２ののカリキ

ュラム・フローチャートには，専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順序

が示してあります。 

図図－－２２  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

系 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

基礎物理A 基礎物理B

線形代数1 線形代数2

化学基礎1 化学基礎1 計12単位

力学1 力学2 力学3 計16単位

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

情報処理1 情報処理2 計4単位

自
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((１１))自自然然科科学学系系      

aa．．教教育育内内容容  

本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（基基礎礎物物理理ＡＡ，，基基礎礎物物理理ＢＢ））  

ここでは、高校の物理の復習から始めて、ベクトルと微分積分を使った大学の物理へ進みます。基礎物理Aで

は、電磁気学の基礎事項を学びます。電荷を担う基礎的なものは電子などの粒子であること、電子の流れが電

流であることなど、基本的な自然界の姿を学びます。さらに、電場（電界）や磁場（磁界）といった『場』と

いう概念を学びます。基礎物理Bでは、熱力学の基礎を学びます。熱の微視的な理解、つまり物質の構成要素（原

子や分子など）の熱振動のエネルギーとして熱が理解できることを学びます。さらに、熱や仕事などエネルギ

ーの巨視的な理解、特に熱力学第一法則などを学びます。なお、電磁気学（基礎物理A）も熱力学（基礎物理B）

も、力学の考え方を応用する場面が随所に出てきます。電磁気学や熱力学を学ぶ前に、力学を学んでおくこと

が必要です。 

 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学基基礎礎１１，，化化学学基基礎礎２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学基礎1では物質の構成要素

である原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化

学基礎2では、より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

  

（（22））建建築築学学基基礎礎系系    

aa．．教教育育内内容容 

建築学は応用科学であり、基礎科学である自然科学とは異なる学問分野でありますが、建築学の色々な部分

においては、自然科学の基本原理がいたるところで使われています。したがって、本学の学位授与方針にある

ように確かな専門性を身につけるために、皆さんは建築学を学修する上で必要となる自然科学(特に、数学・物

理・化学)の基礎学力を高めなければなりません。建築学基礎系の科目は、これに応えることを目的として設け

られています。建築学基礎系の科目は、数学関係5科目、物理関係3科目、物理・化学関係1科目で編成

されています。それぞれの教育内容は、次の通りです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（数数学学基基礎礎，，解解析析学学11，，解解析析学学22，，解解析析学学33，，常常微微分分方方程程式式））  

建築学基礎系の数学では特に、近代科学技術文明の基礎とも言えるニュートン、ライプニッツに始まる微分

積分学を、段階を追って学修していきます。変化の割合を表す微分法と、面積や体積を求める積分法とがどこ

でつながるのか。無限とか極限とかいう言葉がよく出てくるが、どういう意味なのか。こういったことをしっ

かり考えて学修することにより、微分積分学の基本的な考え方が身につき、数式とその表すものとの関係がわ

かるようになります。さらに常微分方程式を学ぶと、変化の割合がみたす式より将来を予測することが出来る

ようになり、自然の中に存在する因果関係（何が原因で何が結果か）にも目が向かうようになるでしょう。 
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また高等学校までの数学教育の多様化に対応し、他の数学系科目および自然科学、工学系専門科目への準備

となる科目として、数学基礎を開講しています。この科目の受講対象者は入学時に実施する学力試験の結果に

基づいて決定 され、受講対象者には１年前期に解析学１に先んじて、特に大学での専門教育に直結する基礎

的な数学を精選して教授します。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する

工学・情報学の考え方の基礎が集約されています。物体の代表例は工業材料（歯車やクランクなどの機械部品、

あるいは車や人工衛星、建築物などの製品）です。工業材料の静止状態を扱う科目の基礎事項も、そして工業

材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通して、ベクトル

と微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギー保存則など

力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解（関数）が運

動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦がある場合の

減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動を扱います。

さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

 

((３３))  情情報報系系（（情情報報処処理理１１，，情情報報処処理理２２））  

    高度情報通信社会ということばやインターネットに代表されるように、近年の情報化の進展は著しく、一人

ひとりが情報の発信・収集・活用・伝達を効率よく実践できる情報活用能力を身につけることが必要です。情

報活用能力の育成を目的として、専門基礎科目群の中で情報科目を設けています。 

  1 年次に、電子メールやインターネット、基本ソフトウェアの操作といった基本的な情報の活用方法を体験

し、情報処理の原理や仕組みを理解できるようになっています。また、プレゼンテーションの技法や様々な調

査分析などに活用できる統計処理の手法について学びます。 

  

((４４))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ    

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 
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また高等学校までの数学教育の多様化に対応し、他の数学系科目および自然科学、工学系専門科目への準備

となる科目として、数学基礎を開講しています。この科目の受講対象者は入学時に実施する学力試験の結果に

基づいて決定 され、受講対象者には１年前期に解析学１に先んじて、特に大学での専門教育に直結する基礎

的な数学を精選して教授します。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する

工学・情報学の考え方の基礎が集約されています。物体の代表例は工業材料（歯車やクランクなどの機械部品、

あるいは車や人工衛星、建築物などの製品）です。工業材料の静止状態を扱う科目の基礎事項も、そして工業

材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通して、ベクトル

と微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギー保存則など

力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解（関数）が運

動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦がある場合の

減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動を扱います。

さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

 

((３３))  情情報報系系（（情情報報処処理理１１，，情情報報処処理理２２））  

    高度情報通信社会ということばやインターネットに代表されるように、近年の情報化の進展は著しく、一人

ひとりが情報の発信・収集・活用・伝達を効率よく実践できる情報活用能力を身につけることが必要です。情

報活用能力の育成を目的として、専門基礎科目群の中で情報科目を設けています。 

  1 年次に、電子メールやインターネット、基本ソフトウェアの操作といった基本的な情報の活用方法を体験

し、情報処理の原理や仕組みを理解できるようになっています。また、プレゼンテーションの技法や様々な調

査分析などに活用できる統計処理の手法について学びます。 

  

((４４))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ    

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

  

  

    

６６．．３３  専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））      

専門科目群の授業科目は、かおりデザインの 6分野、キャリア構築系、プレゼンテーション技術系に関する

基幹科目とそれらの知識を発展させる展開科目、卒業研究からなります。また、建築士受験資格を得ることが

できる建築士関連科目も設置されています。 

図-1にあげた専門基礎科目群および専門科目群のカリキュラム・フローチャートを図-3に示します。  

 

図図－－３３  専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  
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（（11））基基幹幹科科目目（（1166科科目目））  

基幹科目は、入門的・基礎的な専門知識を学ぶ必須科目と選択科目からなります。 

必須科目は、かおりデザインを学ぶための動機づけ科目である「かおりデザイン入門セミナ」、社会人基

礎力も養う「キャリア開発１・２」、かおりデザインにかかる課題について自らが主体的に調査、研究し、

成果を発表する「プロジェクト演習１・２」、かおりデザインの入門的科目である「住居学」「生活環境学

1・2」、「かおり成分と調香 1・2」、「嗅覚の特性」、「嗅覚測定法」からなります。 

選択科目は、におい・かおり測定・評価に関わる統計処理を学ぶ「においの数値解析１・2」、生理・心理

に関わる「心理学概論」、臭気対策の基礎的科目である「消脱臭原理」からなります。 

（（22））展展開開科科目目（（2255科科目目））  

基幹科目で学習した内容を基に、発展的な内容を修得するのが展開科目です。「キャリア開発 3・4」「プロ

ジェクト演習3・4・5」、「生活環境評価演習 1・2」「におい・かおり測定演習1」「かおりデザイン演習2・3」

以外はすべて選択科目です。3年次の後期（6期）の「インターシップ（学外研修）」では、におい・かおり

を専門とする企業などで実務実習を行います。  

（（33））関関連連科科目目（（1166科科目目））  

      建築士の受験資格関連の科目は、かおりデザイン分野にもありますが、その他にも建築士受験資格取得

に関係する科目が16科目設置されています。  

（（44））卒卒業業研研究究（（33科科目目））  

総合セミナ1、総合セミナ 2、そして卒業研究では、各自が課題を決め、その課題に関して研究を行いま

す。卒業研究は4年間の集大成であり、これまで学んできた知識を応用し、研究を行います。研究に対する

取り組み方を学び、最後に研究成果の発表を行います。 

（（55））横横断断的的なな科科目目のの履履修修     

建築学科かおりデザイン専攻では、同一学科内の他の専攻が開講する授業科目を選択科目として

履修し、6単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができます。科目の詳細等に

ついては、別途ガイダンス等で案内します。 

  

 

６６．．４４  履履修修モモデデルル      

基幹科目で重要なことは、かおりデザインを学ぶときに不可欠な基本知識を修得することです。また、展開

科目や卒業研究では、卒業後の進路も見据えて、専門科目の中でどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自

身で考えることが大切です。図-4 と図-5 の履修モデルは、卒業後の進路に対応させて、教育課程の授業科目

（専門基礎科目群と専門科目群）をどのように学習していくかというモデルを例示したものです。 

図-4の履修モデルAは、特に香料やかおりに関する知識と調香技術を修得し、生活環境の様々な環境要素と

かおりの関係を考慮して快適な生活環境の創造ができる力が身に付けられるモデルです。この履修モデルの場

合には、アロマ検定などにおい・かおり分野の資格取得を取得し、卒業後の進路として、主にかおりの創造と

活用の分野での活躍を目指す場合を想定しています。図-5の履修モデルBは、特に臭気測定・評価、対策に関

する知識と技術を修得し、環境測定、においの測定・成分分析が行える力を身に付けることができるモデルで

す。この履修モデルの場合には、国家資格である臭気判定士をはじめとするにおい・かおり分野の資格取得を

取得し、屋内外のにおい・かおり測定、分析、臭気対策の分野での活躍を目指す場合を想定しています。 
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（（11））基基幹幹科科目目（（1166科科目目））  

基幹科目は、入門的・基礎的な専門知識を学ぶ必須科目と選択科目からなります。 

必須科目は、かおりデザインを学ぶための動機づけ科目である「かおりデザイン入門セミナ」、社会人基

礎力も養う「キャリア開発１・２」、かおりデザインにかかる課題について自らが主体的に調査、研究し、

成果を発表する「プロジェクト演習１・２」、かおりデザインの入門的科目である「住居学」「生活環境学

1・2」、「かおり成分と調香 1・2」、「嗅覚の特性」、「嗅覚測定法」からなります。 

選択科目は、におい・かおり測定・評価に関わる統計処理を学ぶ「においの数値解析１・2」、生理・心理

に関わる「心理学概論」、臭気対策の基礎的科目である「消脱臭原理」からなります。 

（（22））展展開開科科目目（（2255科科目目））  

基幹科目で学習した内容を基に、発展的な内容を修得するのが展開科目です。「キャリア開発 3・4」「プロ

ジェクト演習3・4・5」、「生活環境評価演習 1・2」「におい・かおり測定演習1」「かおりデザイン演習2・3」

以外はすべて選択科目です。3年次の後期（6期）の「インターシップ（学外研修）」では、におい・かおり

を専門とする企業などで実務実習を行います。  

（（33））関関連連科科目目（（1166科科目目））  

      建築士の受験資格関連の科目は、かおりデザイン分野にもありますが、その他にも建築士受験資格取得

に関係する科目が16科目設置されています。  

（（44））卒卒業業研研究究（（33科科目目））  

総合セミナ1、総合セミナ 2、そして卒業研究では、各自が課題を決め、その課題に関して研究を行いま

す。卒業研究は4年間の集大成であり、これまで学んできた知識を応用し、研究を行います。研究に対する

取り組み方を学び、最後に研究成果の発表を行います。 

（（55））横横断断的的なな科科目目のの履履修修     

建築学科かおりデザイン専攻では、同一学科内の他の専攻が開講する授業科目を選択科目として

履修し、6単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができます。科目の詳細等に

ついては、別途ガイダンス等で案内します。 

  

 

６６．．４４  履履修修モモデデルル      

基幹科目で重要なことは、かおりデザインを学ぶときに不可欠な基本知識を修得することです。また、展開

科目や卒業研究では、卒業後の進路も見据えて、専門科目の中でどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自

身で考えることが大切です。図-4 と図-5 の履修モデルは、卒業後の進路に対応させて、教育課程の授業科目

（専門基礎科目群と専門科目群）をどのように学習していくかというモデルを例示したものです。 

図-4の履修モデルAは、特に香料やかおりに関する知識と調香技術を修得し、生活環境の様々な環境要素と

かおりの関係を考慮して快適な生活環境の創造ができる力が身に付けられるモデルです。この履修モデルの場

合には、アロマ検定などにおい・かおり分野の資格取得を取得し、卒業後の進路として、主にかおりの創造と

活用の分野での活躍を目指す場合を想定しています。図-5の履修モデルBは、特に臭気測定・評価、対策に関

する知識と技術を修得し、環境測定、においの測定・成分分析が行える力を身に付けることができるモデルで

す。この履修モデルの場合には、国家資格である臭気判定士をはじめとするにおい・かおり分野の資格取得を

取得し、屋内外のにおい・かおり測定、分析、臭気対策の分野での活躍を目指す場合を想定しています。 

図図－－４４  履履修修モモデデルル AA（（かかおおりり創創造造・・活活用用））  

    

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

人間科
学科目
群

1
基礎数学セミナ

1
基礎理科セミナ

2 2
線形代数１ 線形代数２

2 2
基礎物理A 基礎物理B

2 2
現代物理学１ 現代物理学２

2
数学基礎
2 2 2 2

解析学１ 解析学２ 解析学３ 微分方程式
2 2 2

力学１ 力学２ 力学３
2 2

化学基礎１ 化学基礎２
2 2

情報処理１ 情報処理２

1 1 1 1 2

キャリア開発１ キャリア開発２ キャリア開発３ キャリア開発４ インターンシップ
（学外研修）

1 2 2 2 2 2
かおりデザイン入

門セミナ
プロジェクト演習

１
プロジェクト演習

２
プロジェクト演習

３
プロジェクト演習

４
プロジェクト演習

５
2 2 2 2 2 2

住居学 かおりデザイン演
習１

かおりデザイン演
習２

かおりデザイン演
習3

かおりデザイン演
習4

かおりデザイン演
習３

2 4 4 4 4

嗅覚の特性 嗅覚測定法
におい・かおり測

定演習１
におい・かおり測

定演習２
におい・かおり測

定演習３
2 2 2 2 2

かおり成分と調香
１

かおり成分と調香
２

かおり成分と調香
３

かおり成分と調香
４

アロマテラピー演
習

2 2 2 2 2
においの数値解析

1
においの数値解析

2
食品とかおり 消脱臭原理 脱臭性能評価演習

2 2 2 2 2 4

生活環境学１ 生活環境学２ 色彩論 生活環境評価演習
１

生活環境評価演習
２

生活環境評価演習
３

2 2 2

心理学概論
ランドスケープデ

ザイン
悪臭防止法

2 2
総合セミナ1 総合セミナ2

2 2 2
インテリア計画１ インテリア計画２ 建築設備

2 2 2 2
建築の仕組み 建築構法 建築材料 建築法規

2 2 2 2
建築インテリア図

法実習１
建築インテリア図

法実習２ 建築CAD１ 建築CAD2

2 2 2
力と形演習 構造力学１ 構造力学２

2 2 *下線は必須科目

建築生産１ 建築遺産B *斜体は建築士受験資格関係科目

人間科学科目群　27単位

専
門
基
礎
科
目
群

専
門
科
目
群

卒業研究
6
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図図－－５５  履履修修モモデデルル BB（（臭臭気気測測定定・・対対策策）） 

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

人間科
学科目
群

1
基礎数学セミナ

1
基礎理科セミナ

2 2
線形代数１ 線形代数２

2 2
基礎物理A 基礎物理B

2 2
現代物理学１ 現代物理学２

2
数学基礎
2 2 2 2

解析学１ 解析学２ 解析学３ 微分方程式
2 2 2

力学１ 力学２ 力学３
2 2

化学基礎１ 化学基礎２
2 2
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1 1 1 1 2

キャリア開発１ キャリア開発２ キャリア開発３ キャリア開発４
インターンシップ
（学外研修）

1 2 2 2 2 2
かおりデザイン入

門セミナ
プロジェクト演習

１
プロジェクト演習

２
プロジェクト演習

３
プロジェクト演習

４
プロジェクト演習

５
2 2 2 2 2 2

住居学 かおりデザイン演
習１

かおりデザイン演
習２

かおりデザイン演
習3

かおりデザイン演
習4

かおりデザイン演
習5

2 4 4 4 4

嗅覚の特性 嗅覚測定法
におい・かおり測

定演習１
におい・かおり測

定演習２
におい・かおり測

定演習３

2 2 2 2 2

かおり成分と調香
１

かおり成分と調香
２

かおり成分と調香
３

かおり成分と調香
４

アロマテラピー演
習

2 2 2 2 2
においの数値解析

1
においの数値解析

2
食品とかおり 消脱臭原理 脱臭性能評価演習

2 2 2 2 2 4

生活環境学１ 生活環境学２ 色彩論 生活環境評価演習
１

生活環境評価演習
２

生活環境評価演習
３

2 2 2

心理学概論
ランドスケープデ

ザイン
悪臭防止法

2 2
総合セミナ1 総合セミナ2

2 2 2 2
建築インテリア図

法実習１
建築インテリア図

法実習２ 建築CAD１ 建築CAD2

2 2 2
インテリア計画１ インテリア計画２ 建築設備

2 2 2 2
建築の仕組み 建築構法 建築材料 建築法規

2 2 2
力と形演習 構造力学１ 構造力学２

2 2 *下線は必須科目

建築生産１ 建築遺産B *斜体は建築士受験資格関係科目

6
卒業研究

専
門
基
礎
科
目
群

専
門
科
目
群

人間科学科目群　27単位
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図図－－５５  履履修修モモデデルル BB（（臭臭気気測測定定・・対対策策）） 
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2 4 4 4 4

嗅覚の特性 嗅覚測定法
におい・かおり測

定演習１
におい・かおり測

定演習２
におい・かおり測

定演習３

2 2 2 2 2

かおり成分と調香
１

かおり成分と調香
２

かおり成分と調香
３

かおり成分と調香
４

アロマテラピー演
習

2 2 2 2 2
においの数値解析

1
においの数値解析

2
食品とかおり 消脱臭原理 脱臭性能評価演習

2 2 2 2 2 4

生活環境学１ 生活環境学２ 色彩論 生活環境評価演習
１

生活環境評価演習
２

生活環境評価演習
３

2 2 2

心理学概論
ランドスケープデ

ザイン
悪臭防止法

2 2
総合セミナ1 総合セミナ2

2 2 2 2
建築インテリア図

法実習１
建築インテリア図

法実習２ 建築CAD１ 建築CAD2

2 2 2
インテリア計画１ インテリア計画２ 建築設備

2 2 2 2
建築の仕組み 建築構法 建築材料 建築法規

2 2 2
力と形演習 構造力学１ 構造力学２

2 2 *下線は必須科目
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建築学部建築学科 都市空間インフラ専攻 
学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム  

 
11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門

的能力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 
２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的    

   建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 
４４．．建建築築学学科科都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科都市空間インフラ専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。  

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含めた

自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化活

動について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら行

動できる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分を

磨き上げる苦労を喜びへと促します。 

都市空間インフラ専攻の専門力の育成とは，土木工学に基づいた知識・技術により，地域社会の発

展のために望ましい社会基盤の整備，ならびに多様化する環境問題の解決に貢献できる能力を有し，

社会・組織・団体の一構成員として責任をもって自分の役割を果たすことができる将来の技術者を育

成することにあります。 

都市空間インフラ専攻（Civil Engineering and Environmental Design Course）は，将来の人間社

会にとって望ましい社会基盤施設（インフラ）を整備するだけでなく，多様化する環境問題の解決に資

する都市空間のあり方という視点を土木工学に付加した専攻として生まれました。わたしたちが生活

し，社会活動を行うには様々なインフラが必要です。人や物・情報の移動のための道路，鉄道，空港，

港湾といった交通・通信施設，自然災害から都市をまもる護岸や堤防などの防災施設，また日常生活

に欠かせない上下水道や電力・ガス施設等があります。こうしたインフラを調査・計画，設計し，建

設（施工）して管理するために必要な学問を，わが国では「土木工学」，欧米では「市民工学」（Civil  

Engineering）と呼んできました。 

インフラを整備するとき，人々の利便性や効率性を優先した開発と環境問題が対立することを忘れ

てはなりません。将来にわたって，いかに人間社会と自然が共存していくかという考え方が大切です。

新しい施設をつくるだけでなく，適切な維持管理によって施設の寿命（ライフサイクル）を延ばして

いくことも重要な課題になります。 

大きな橋の建設を想定してみましょう。どこにどのような橋を架けるかという計画の段階で，社会・

経済の動向を踏まえて橋の必要性を明確にするとともに，周辺地域の環境に及ぼす影響を調査・予測・

評価する環境アセスメント等が必要となります。環境への悪影響がないことが確認されると，詳細な

設計を行います。この段階では，橋の安全性を確かめるだけでなく，耐久性，維持管理のしやすさ，
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建築学部建築学科 都市空間インフラ専攻 
学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム  

 
11．．大大学学のの目目的的  

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門

的能力を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡ 

 
２２．．建建築築学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的  

建築学部は､豊かな教養及び建築学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､建築学を中心とする分野の深い研究を通して新た

な知識を創造することを目的とする｡ 
 

３３．．学学科科のの目目的的    

   建築学部建築学科は､都市環境及び生活環境の創造・生産・維持活動に関する知識と技術を有し､豊かな人間

性を備えた人材を育成するとともに､建築学に関する様々な分野の深い研究を通して新たな知識を創造するこ

とを目的とする｡ 

 
４４．．建建築築学学科科都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻のの教教育育のの目目的的  

建築学科都市空間インフラ専攻の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。  

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含めた

自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化活

動について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら行

動できる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分を

磨き上げる苦労を喜びへと促します。 

都市空間インフラ専攻の専門力の育成とは，土木工学に基づいた知識・技術により，地域社会の発

展のために望ましい社会基盤の整備，ならびに多様化する環境問題の解決に貢献できる能力を有し，

社会・組織・団体の一構成員として責任をもって自分の役割を果たすことができる将来の技術者を育

成することにあります。 

都市空間インフラ専攻（Civil Engineering and Environmental Design Course）は，将来の人間社

会にとって望ましい社会基盤施設（インフラ）を整備するだけでなく，多様化する環境問題の解決に資

する都市空間のあり方という視点を土木工学に付加した専攻として生まれました。わたしたちが生活

し，社会活動を行うには様々なインフラが必要です。人や物・情報の移動のための道路，鉄道，空港，

港湾といった交通・通信施設，自然災害から都市をまもる護岸や堤防などの防災施設，また日常生活

に欠かせない上下水道や電力・ガス施設等があります。こうしたインフラを調査・計画，設計し，建

設（施工）して管理するために必要な学問を，わが国では「土木工学」，欧米では「市民工学」（Civil  

Engineering）と呼んできました。 

インフラを整備するとき，人々の利便性や効率性を優先した開発と環境問題が対立することを忘れ

てはなりません。将来にわたって，いかに人間社会と自然が共存していくかという考え方が大切です。

新しい施設をつくるだけでなく，適切な維持管理によって施設の寿命（ライフサイクル）を延ばして

いくことも重要な課題になります。 

大きな橋の建設を想定してみましょう。どこにどのような橋を架けるかという計画の段階で，社会・

経済の動向を踏まえて橋の必要性を明確にするとともに，周辺地域の環境に及ぼす影響を調査・予測・

評価する環境アセスメント等が必要となります。環境への悪影響がないことが確認されると，詳細な

設計を行います。この段階では，橋の安全性を確かめるだけでなく，耐久性，維持管理のしやすさ，

省エネ・リサイクルなどを考慮して材料や施工法を選択する必要があります。橋の景観や美観につい

ても配慮しなければなりません。建設するときには，周辺の環境に応じて新しい技術が要求されるこ

ともあります。建設後は，橋を長寿命化するための技術も必要です。 

  

５５．．学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位授与の方針は以下の表-1の a,b,c,dの 4 つです。内容は 5.1で詳述します。

建築学科都市空間インフラ専攻では、この 4つの方針それぞれに関して、専攻での学習内容に沿って

複数の学位授与方針（合計 12個）を設定しています。内容は 5.2で詳述します。 

  

表表--11  大大学学のの学学位位授授与与方方針針とと建建築築学学科科都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻のの学学位位授授与与方方針針のの関関係係  

 

 

 

 

 

  

  

  

５５．．１１  大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針  

大同大学の学士の学位は、以下の 4 つの力を身につけている者に授与する。  

aa..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎的的なな能能力力をを身身ににつつけけてていいるる    

健全な倫理観に基づき、規律性をもって主体 的にかつ目標を定めて行動する力、現状を分析して目的や課題 

を明らかにする力、他者と協働するためのコミュニケーション力を身につけている。  

bb..豊豊かかなな教教養養をを身身ににつつけけてていいるる  

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身につけ、異なる思考様式を理解す 

る態度と力を身につけている。  

cc..確確かかなな専専門門性性をを身身ににつつけけてていいるる  

自らの専門分野の基礎から応用までの理論・概念や方法論に関する知識を身につけ、当該分野の情報・デー 

タを論理的に分析し、課題解決のために応用する力を身につけている。  

dd..豊豊かかなな創創造造力力をを身身ににつつけけてていいるる  

獲得した知識・技能・態度を総合的に活用し、自由な発想の下、独自に工夫・応用し、新たな知見を創造す 

る力を身につけている。    

  

５５．．２２  学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針  

建築学科 都市空間インフラ専攻では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。 

aa11..  社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。  

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレゼ

ンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたりま

す。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開講し

ており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a1と次の項目a2は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。 

大学の学位授与方針

都市空間インフラ専攻の学位授与方針 ａ1 ａ2 ｂ1 ｂ2 ｂ3 ｃ1 ｃ2 ｃ3 ｃ4 ｃ5 ｄ1 ｄ2

ａ ｂ ｃ ｄ
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aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかにす

る力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科学科

目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を正しく

分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良識

をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関する

一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があります。

また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身につける

ことは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれをも

とに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人

としての「豊かな教養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが

望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教養」

を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学び

ます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  都都市市空空間間整整備備にに携携わわるる技技術術者者ととししてて必必要要なな土土木木工工学学のの３３つつのの力力学学（（構構造造・・水水理理・・土土質質））のの基基礎礎をを身身ににつつけけてていいるる。。    

わが国の高度経済成長期に整備されたインフラ（社会基盤施設）が段階的に寿命を迎えます。新しい施設を

つくるだけでなく、人々の生活を支えるために建設されてきたインフラを適切に維持管理して再生していくこ

とが、現代の大きな課題になっています。また一方、地震や集中豪雨等の自然災害が近年頻発・激甚化してお

り、それらから都市や人々の命を守ることも重要な課題となっています。こうした課題に対応するために、施

設・構造物および建設材料の特性を正確に捉えること、施設の場所＝地盤の特性を把握しておくこと、さらに

水が持つさまざまな特性を理解しておくことなど、土木工学の3つの力学の知識を修得しておくことが重要と

なります。 
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aa22..  正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかにす

る力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科学科

目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を正しく

分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 a2と前の項目a1は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。 

bb11..  歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良識

をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関する

一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があります。

また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身につける

ことは大切です。 

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれをも

とに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人

としての「豊かな教養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが

望まれます。 

bb22..  社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教養」

を身につけるために、項目 b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

bb33..  自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学び

ます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目b1、b2、b3はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。 

cc11..  建建築築学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。  

建築学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。  

cc22..  都都市市空空間間整整備備にに携携わわるる技技術術者者ととししてて必必要要なな土土木木工工学学のの３３つつのの力力学学（（構構造造・・水水理理・・土土質質））のの基基礎礎をを身身ににつつけけてていいるる。。    

わが国の高度経済成長期に整備されたインフラ（社会基盤施設）が段階的に寿命を迎えます。新しい施設を

つくるだけでなく、人々の生活を支えるために建設されてきたインフラを適切に維持管理して再生していくこ

とが、現代の大きな課題になっています。また一方、地震や集中豪雨等の自然災害が近年頻発・激甚化してお

り、それらから都市や人々の命を守ることも重要な課題となっています。こうした課題に対応するために、施

設・構造物および建設材料の特性を正確に捉えること、施設の場所＝地盤の特性を把握しておくこと、さらに

水が持つさまざまな特性を理解しておくことなど、土木工学の3つの力学の知識を修得しておくことが重要と

なります。 

cc33..  イインンフフララ（（社社会会基基盤盤））整整備備のの計計画画・・調調査査・・設設計計・・施施工工等等にに必必要要なな主主要要分分野野にに関関すするる専専門門知知識識をを身身ににつつけけてていいるる。。    

ほとんどのインフラ（社会基盤施設）は公共事業として建設されますが、建設事業（プロジェクト）におい

ては、調査・計画→ 設計 → 施工 → 管理といった段階を踏みます。それら各段階を実施するための理論や方

法等に関する知識が必要となる他、プロジェクトに関わる原価、工程、品質、安全性等に関する実務上の問題

点と課題に対処できる基礎的なマネジメント能力を養っておくことが重要です。また、多様化する環境問題の

解決に向けて、調査・計画時に行われる環境影響評価（環境アセスメント等）だけでなく、長期的な視点に立

ったインフラのライフサイクル（寿命）と維持管理についてもよく考え、環境保全について総合的な知識を修

得する必要があります。 

cc44..  実実験験・・測測量量等等調調査査ににおおけけるるデデーータタをを正正確確にに分分析析しし、、論論理理的的にに考考察察すするるここととががででききるる。。    

構造物や水・地盤等の力学的特性を把握するためには各種実験が必要となります。また、都市空間を整備す

る際には土地を測量したり、都市環境を調査したりする必要があります。こうした実験や測量等の調査におい

て得られたデータについて、適切に整理（集計・図表化等）しなければなりません。また、目的に応じた分析
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cc55..  技技術術者者にに必必要要なな汎汎用用的的なな情情報報処処理理能能力力にに加加ええ、、都都市市空空間間整整備備のの実実践践にに関関わわるる情情報報活活用用能能力力をを身身ににつつけけてていいるる。。    

  各地のまちづくりを行う上で、人口減少、少子高齢化、災害多発、感染症リスク、インフラ老朽化等の社会

的課題を抱えていますが、ICT新技術や各種データを活用したデジタル化の取組（CIM）による業務の効率化等

で解決を図り、持続可能なスマートシティを創造することが推進されています。そのためには、汎用的な情報

処理能力の他に、特に都市空間の情報を整理するGIS（地理情報システム）や、空間整備の可視化等を行うVR（バ

ーチャルリアリティー）など分野特有の情報活用能力を修得しておくことが重要となります。また、計測や撮

影等で活用が進むドローンの操縦に関わる知識を修得することも重要となります。 

dd11..  獲獲得得ししたた知知識識・・技技能能・・態態度度をを総総合合的的にに活活用用しし、、自自由由なな発発想想のの下下、、独独自自にに工工夫夫・・応応用用しし、、新新たたなな知知見見をを創創造造すするる力力をを身身

ににつつけけてていいるる。。    

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想の

下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、その課

題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する中で、

それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、セミナ形

式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探求する方法

を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、これらの力

を学びます。 

加えて、情報社会の進展など、目まぐるしく変わる社会のなかで、社会生活・活動を行う都市空間の将来を

見据えたインフラ（社会基盤）の整備が必要となっています。そうした中、確かな教養（地域の歴史や関連す

る分野の知識など）と専門知識をもとに、正しく課題をとらえ、よりよい将来の都市空間を創造していく力を

学びます。   

dd22..  多多様様でで複複雑雑なな状状況況をを、、確確かかなな教教養養とと専専門門知知識識にに基基づづいいてて正正ししくく整整理理すするるととととももにに、、倫倫理理観観をを持持ちち主主体体的的にに思思考考すするる

ここととでで、、都都市市空空間間整整備備ににおおけけるる新新たたなな提提案案・・価価値値をを創創造造すするるここととががででききるる。。    

都市空間整備を行う土木技術は、有史以来今日に至るまで、人々の安全を守り、生活を豊かにするインフラ

（社会基盤施設）を建設し、維持・管理するために貢献してきました。しかし、技術力の拡大と多様化ととも

に、それが自然や社会に与える影響も複雑化し、増大しています。そうしたことを十分に認識し、技術の行使

にあたって常に自己を律する姿勢を持つことが重要であり、持続可能な将来の都市に向けて自然と人間を共生

させる環境の創造を図ることが建設技術者の使命であります。 
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６６．．教教育育課課程程  

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。  

  本学の教育課程は、授業科目を順次的・体系的に配置したうえで、①授業科目の順次性・体系性と学位授与

の方針との関係性を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され、②授業

科目ごとに学修到達目標を定め、さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため、履修モデルも準備され

ています。  

   図－1は、教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は、人間科学科目群、専門基礎科目群、および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については 6.1～6.3で説明しま

す。6.4 では卒業後の進路等に対応させて、教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデ

ルを例示します。各授業科目で何を学んで、どんな知識を修得するかは、6.5で紹介するカリキュラムマップに

おける学修到達目標に具体的にまとめています。  

なお、教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的な開講期と単位数などを示したものは、別に

示す「開講科目一覧」に表しています。  
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図図－－11  建建築築学学科科都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻のの教教育育課課程程のの構構成成概概念念図図    

    

4年次

3年次

2年次

1年次

社会・自然・人間と科学技術

とを調和させるための幅広い

知識を習得し、技術者に必要

な教養を身につける

【社会基盤系】

構造システムの設計・施

工・管理の実務に役立つ応

用法、および、景観や環境

に配慮した構造デザインに

必要な構造工学を習得する。

都市環境の地盤材料を適切

【都市環境系】

水環境を保全し、都市の環境

問題を解決する能力を養う。

都市や道路、鉄道などの社会

基盤施設の計画立案とその評

価手法を習得する

【ドボク総合系】

都市環境を設計・施工・管理して、

試行管理技術士の資格取得に繋が

る応用力を養う。多様化する環境

問題の解決に必要となる環境管理

技術の総合的知識を取得する

基礎英語セミナ
※卒業研究履修基準に関わる科目

基礎数学セミナ

基礎理科セミナ
※卒業研究履修基準に関わる科目

数学等の基礎知識を学び、

基幹科目と展開科目を容易

に理解できるための基礎を

身につける

社会基盤づくりと環境保全を担う技術者に必要とされる構造力学・材料学、計画、水理、測量等について

基礎力を養う。

教職関連科目であり、卒業に

必要な単位に含まれません。

人間科学科目

卒業研究

展開科目

専門基礎科目 基幹科目

自由科目

文学Ａ・B

哲学Ａ・B

人類学Ａ・B

歴史学Ａ・B

心理学Ａ・B

教育原理

教育心理学

政治学Ａ・B

経済学Ａ・B

法学Ａ・B

社会学Ａ・B

社会調査法Ａ・B

現代社会論Ａ・B

教育社会学

健康科学Ａ・B

認知科学Ａ・B

環境と防災Ａ・B

自然科学概論Ａ・B

生物学Ａ・B

地球科学Ａ・B

課題探究集中講座

課題探究セミナＡ・B

教養総合講座Ａ・B

ファースト・イヤー セミナ

英語スキル１・２

資格英語

実践英語

英語ライティング

英語プレゼンテーション

中国語入門１・２

健康科学演習Ａ・B

スポーツ実技Ａ・B

スポーツと健康の科学Ａ・B

情報リテラシー概論

データサイエンス概論

〔自然科学教育科目〕

線形代数１・２、化学１・２、

基礎物理A・B

〔建築学基礎教育科目〕

数学基礎、解析学１～３

力学１～３、基礎工学実験

常微分方程式

卒業研究、総合セミナ1～２

幾何学１・２

数理統計学１・２

応用解析１～４

線形代数３

代数系入門

職業指導１・２

現代物理学１・２

自由科目

自由科目

〔必修基幹科目〕

構造工学１

構造工学２

地盤工学1

地盤工学2

流れ学1

流れ学２

計画数理

測量学同実習１

測量学同実習２

社会基盤設計

基礎情報処理１

基礎情報処理２

CAD演習１

〔選択基幹科目〕

構造工学３、建設技術、建設マネジメント、

地盤工学３、流域環境学、環境生態学同実習、

環境工学基礎、都市衛生工学、都市環境プランニング、

地域・都市計画、交通計画、応用測量、

ランドスケープ設計、ビオトープ設計、

応用情報処理１、応用情報処理２、

応用数学、CAD演習２

〔動機付科目〕

都市空間入門セミナ

ドボクの計測・調査

都市環境プロジェクト実習

鋼構造工学、RC構造工学

維持管理工学、建設技術演習

応用地質学、地盤設計技術

地盤環境工学

河川学、環境アセスメント

資源循環工学、輸送システム

まちづくり関連法規

都市デザイン実習

道路工学、道路空間設計

防災論、３D設計基礎、VR演習、

GIS基礎、GIS演習、技術者倫理、

エクセレントセミナ

総合土木工学、学びとキャリア

インターンシップ（学外研修）
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６６．．１１  人人間間科科学学科科目目群群        

aa..  人人間間科科学学科科目目群群  ＡＡググルルーーププ  

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ    

ファースト・イヤー・セミナ（First Year Seminar、略してFYS、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん

方全員に、今後４年間の大学教育に不可欠な「「学学習習技技法法（（ススタタデディィ・・ススキキルルズズ））」」を習得してもらう科目です。

いわば「「大大学学ででのの学学びび方方」」をを学学ぶぶ授授業業科科目目です。 

実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあ

るのです。この方法の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加して

ほしいのです。この点はとても大切です。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、

せっかく勉学に打ち込んでもそれが空回りに終わって、４年たっても実を結ばない、こうしたことの原因の一

半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベースができていないことが大き

く関わっていることが分かっています。 

この授業は次のように５つのパートでできています。 

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか 

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方 

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法 

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践 

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践 

 

この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに

適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1年次に「英語スキル 1・2」、2

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

1年次に「中国語入門1・２」を選択科目として開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような
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に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

＜＜英英語語ススキキルル11・・22、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 11・・22＞＞  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。 

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外
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年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、2年次後期に「実践英語」を選択科目として
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③③  健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技AA・・BB、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学AA・・BB＞＞  

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、1年次にＡ、Ｂを配当しています。週 1回の実技を通してスポーツの
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④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ
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えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなくなります。 

 

⑤⑤  DDXX（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論  ・・  デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞  

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「Society 5.0」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。 

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（AI）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。 

データサイエンスやAIは今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。 

本学では、この内容を修得するため、1年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 1年生後期に「データサ

イエンス概論」が、すべての学科・専攻において必修科目として設置されています。 

どちらの科目ともオンデマンド形式の遠隔授業として開講されます。 

各自のノート PC 等を利用して都合のよい時間に学修し、設定された課題を指定された期日までに提出して

ください。 

なお、この二科目は文部科学省により実施されている「データサイエンス教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」に準拠した学修内容になっています。 

・・情情報報リリテテララシシーー概概論論  

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切

に効率よく利用できるようになることが重要です。 

本講義では、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するための方法について説明します。 

特に、本学で使用できる各種サービスについて説明します。 

今後の活動で必要となるグループでの情報共有やコミュニケーション、情報の共有方法など、情報通信技術

の基礎的な使用方法を確立してください。 

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論  

卒業後に自分が活躍したい業界・業種に関わらず、今後の社会ではデータサイエンスやAIを理解することは

重要です。 

本講義では、数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力を身につけることを目的としています。 

データやAIが社会にどう関わっているかを理解して、それらを活用するための方法について学修します。  

 

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群  ＢＢググルルーーププ  

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つは各学科・専攻でおもに

学ぶ専門科目群、他の二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群はファー

スト・イヤー・セミナと語学、体育の実技を含む Aグループと、講義科目である Bグループから成り立ってい

ます。 
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人間科学科目群Bグループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、10科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、12科目）、「科学的なものの見方」(自然科学分野、12科目)、「学問への複眼的ア

プローチ」（学際的分野および演習、5科目）の4つのカテゴリーから構成されており、現代のリベラルアーツ

教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ A」、「課題探求セミナB」を

開講しています。 

これらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんに多様な知的刺激を与えることができるように工夫された

ものばかりです。そのねらいは、トータルな人間教育にほかなりません。言いかえると、皆さんが今をタフに

生き、将来を担う一市民としての教養を身につけ、それに磨きをかけること、これが本科目群の目指すところ

です。 

大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中で豊

かな人生を創出していくためには「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「コミュニケー

ション力」、「自ら考える力」それと「協働力」に重点を置いています。こうした点で皆さんが自分らしさを発

揮できるよう、B グループにはさまざまな授業を取りそろえています。できるだけ偏りを作らず履修し、修得

することが望まれます。 

現在、私たちは歴史的転換期に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けて

います。良いことも好ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であるこ

とを余儀なくされています。とくに日本は超高齢化社会に突入し、不透明で不確実な時代に入りつつあります。

それでも世界は飽くなきマネーフローと途轍もないテクノロジーの進化を介して緊密に結びつくと同時に、ア

メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、

即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は AI（人工知能）や IoT（モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。 

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。 

2年次、3年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。 

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。 

皆さんにとって、人間科学科目群 Bグループがその糸口となることを願っています。 
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６６．．２２  専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））  

専門基礎科目群において学習する教育内容および学修到達目標について説明します。図図－－22 ののカリ

キュラム・フローチャートには、専門基礎科目群の授業科目のつながりとそれらの履修年度と学習順

序が示してあります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図－－22  専専門門基基礎礎科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

    

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期

線形代数1 線形代数2

化学1 化学2

基礎物理A 基礎物理B

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

力学1 力学2 力学3

基礎工学実験

太枠：必修科目　太枠点線：選択必修科目

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系
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((１１))自自然然科科学学系系      

aa．．教教育育内内容容  

本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（基基礎礎物物理理ＡＡ，，基基礎礎物物理理ＢＢ））  

ここでは、高校の物理の復習から始めて、ベクトルと微分積分を使った大学の物理へ進みます。基礎物理Aで

は、電磁気学の基礎事項を学びます。電荷を担う基礎的なものは電子などの粒子であること、電子の流れが電

流であることなど、基本的な自然界の姿を学びます。さらに、電場（電界）や磁場（磁界）といった『場』と

いう概念を学びます。基礎物理Bでは、熱力学の基礎を学びます。熱の微視的な理解、つまり物質の構成要素（原

子や分子など）の熱振動のエネルギーとして熱が理解できることを学びます。さらに、熱や仕事などエネルギ

ーの巨視的な理解、特に熱力学第一法則などを学びます。なお、電磁気学（基礎物理A）も熱力学（基礎物理B）

も、力学の考え方を応用する場面が随所に出てきます。電磁気学や熱力学を学ぶ前に、力学を学んでおくこと

が必要です。 

 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学１１，，化化学学２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学1では物質の構成要素である

原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化学2では、

より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

  

（（22））建建築築学学基基礎礎系系    

aa．．教教育育内内容容 

建築学は応用科学であり、基礎科学である自然科学とは異なる学問分野でありますが、建築学の色々な部分

においては、自然科学の基本原理がいたるところで使われています。したがって、本学の学位授与方針にある

ように確かな専門性を身につけるために、皆さんは建築学を学修する上で必要となる自然科学(特に、数学・物

理・化学)の基礎学力を高めなければなりません。建築学基礎系の科目は、これに応えることを目的として設け

られています。建築学基礎系の科目は、数学関係5科目、物理関係3科目、物理・化学関係1科目で編成

されています。それぞれの教育内容は、次の通りです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（数数学学基基礎礎，，解解析析学学11，，解解析析学学22，，解解析析学学33，，常常微微分分方方程程式式））  

建築学基礎系の数学では特に、近代科学技術文明の基礎とも言えるニュートン、ライプニッツに始まる微分

積分学を、段階を追って学修していきます。変化の割合を表す微分法と、面積や体積を求める積分法とがどこ

でつながるのか。無限とか極限とかいう言葉がよく出てくるが、どういう意味なのか。こういったことをしっ

かり考えて学修することにより、微分積分学の基本的な考え方が身につき、数式とその表すものとの関係がわ

かるようになります。さらに常微分方程式を学ぶと、変化の割合がみたす式より将来を予測することが出来る

ようになり、自然の中に存在する因果関係（何が原因で何が結果か）にも目が向かうようになるでしょう。 
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((１１))自自然然科科学学系系      

aa．．教教育育内内容容  

本学の学位授与の方針にあるように、豊かな教養を身につけ、豊かな創造力を身につけるためには、それぞ

れの専門分野にとらわれずに幅広い自然科学的なものの見方、考え方を修得することが大切です。そのために

自然科学系の科目として、数学関係 2科目、物理関係 2科目、化学関係 2科目が編成されています。それぞれ

の教育内容は、次のとおりです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（線線形形代代数数１１，，線線形形代代数数２２））  

線形代数１と線形代数２では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基

礎となる「比例する」という関係を多くのものの間の関係に拡張した線形性と呼ばれる考え方について学びま

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会学等の社会科学においても重要な、２つ以上のも

のの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を

把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（基基礎礎物物理理ＡＡ，，基基礎礎物物理理ＢＢ））  

ここでは、高校の物理の復習から始めて、ベクトルと微分積分を使った大学の物理へ進みます。基礎物理Aで

は、電磁気学の基礎事項を学びます。電荷を担う基礎的なものは電子などの粒子であること、電子の流れが電

流であることなど、基本的な自然界の姿を学びます。さらに、電場（電界）や磁場（磁界）といった『場』と

いう概念を学びます。基礎物理Bでは、熱力学の基礎を学びます。熱の微視的な理解、つまり物質の構成要素（原

子や分子など）の熱振動のエネルギーとして熱が理解できることを学びます。さらに、熱や仕事などエネルギ

ーの巨視的な理解、特に熱力学第一法則などを学びます。なお、電磁気学（基礎物理A）も熱力学（基礎物理B）

も、力学の考え方を応用する場面が随所に出てきます。電磁気学や熱力学を学ぶ前に、力学を学んでおくこと

が必要です。 

 

③③[[化化学学関関係係科科目目]]（（化化学学１１，，化化学学２２））  

地球環境や物づくりを理解するには、物質についての基礎知識が必要です。化学1では物質の構成要素である

原子、分子そのものやそれらが集団になったときに現れる基本的な性質と挙動について学びます。化学2では、

より具体的な化学物質の特徴や化学反応について学びます。 

  

（（22））建建築築学学基基礎礎系系    

aa．．教教育育内内容容 

建築学は応用科学であり、基礎科学である自然科学とは異なる学問分野でありますが、建築学の色々な部分

においては、自然科学の基本原理がいたるところで使われています。したがって、本学の学位授与方針にある

ように確かな専門性を身につけるために、皆さんは建築学を学修する上で必要となる自然科学(特に、数学・物

理・化学)の基礎学力を高めなければなりません。建築学基礎系の科目は、これに応えることを目的として設け

られています。建築学基礎系の科目は、数学関係5科目、物理関係3科目、物理・化学関係1科目で編成

されています。それぞれの教育内容は、次の通りです。 

 

①①[[数数学学関関係係科科目目]]（（数数学学基基礎礎，，解解析析学学11，，解解析析学学22，，解解析析学学33，，常常微微分分方方程程式式））  

建築学基礎系の数学では特に、近代科学技術文明の基礎とも言えるニュートン、ライプニッツに始まる微分

積分学を、段階を追って学修していきます。変化の割合を表す微分法と、面積や体積を求める積分法とがどこ

でつながるのか。無限とか極限とかいう言葉がよく出てくるが、どういう意味なのか。こういったことをしっ

かり考えて学修することにより、微分積分学の基本的な考え方が身につき、数式とその表すものとの関係がわ

かるようになります。さらに常微分方程式を学ぶと、変化の割合がみたす式より将来を予測することが出来る

ようになり、自然の中に存在する因果関係（何が原因で何が結果か）にも目が向かうようになるでしょう。 

また高等学校までの数学教育の多様化に対応し、他の数学系科目および自然科学、工学系専門科目への準備

となる科目として、数学基礎を開講しています。この科目の受講対象者は入学時に実施する学力試験の結果に

基づいて決定 され、受講対象者には１年前期に解析学１に先んじて、特に大学での専門教育に直結する基礎

的な数学を精選して教授します。 

 

②②[[物物理理関関係係科科目目]]（（力力学学１１，，力力学学２２，，力力学学３３））  

力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する

工学・情報学の考え方の基礎が集約されています。物体の代表例は工業材料（歯車やクランクなどの機械部品、

あるいは車や人工衛星、建築物などの製品）です。工業材料の静止状態を扱う科目の基礎事項も、そして工業

材料が動く状態を扱う科目の基礎事項も、力学1、2、3という科目で扱います。力学1、2、3を通して、ベクトル

と微分積分を使って力の合成・分解、運動方程式を解いて物体の運動を決定する手順、エネルギー保存則など

力学の重要事項を学びます。特に大切なのは、『運動方程式は微分方程式であり、それを満たす解（関数）が運

動を表す』という点です。その具体例として、放物運動、円運動、バネの力による単振動、摩擦がある場合の

減衰振動、周期的な外力が働く場合の強制振動など、工業材料の動きを理解する上で重要な運動を扱います。

さらに、振動の応用として理解できる波動の基礎事項も力学3で学びます。 

 

③③[[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎工工学学実実験験））  

ここでは、工学の基礎としての物理実験、化学実験を行います。物理実験では、物理の基本的な5テーマの実

験を通して、原理と実験の関係、および測定と誤差について学びます。実験の吟味、関連する演習を行うこと

も大切です。化学実験では化学反応の本質を、5テーマの実験を通して学びます。化学実験の基本操作を習得す

ることも重要な目的となります。 

 

((３３))  基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ    

アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ））  

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

 

イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。 

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。  

 

６６．．３３  専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））    

専門科目群の授業科目は、効率的な科目履修により教育目標を達成するため、「基幹科目」（1、2年

次）、「展開科目」（3、4年次）、および、「卒業研究」に区分し、系統的に科目を配置しています。 

ここで、「基幹科目」とは、専門科目の中でも根幹となる科目であり、専門知識を得ていくときの土

台となる科目です。1、2 年次でしっかりと修得する必要があります。また、「展開科目」とは、皆さ

んの興味や進路に基づいて、希望する分野についてより高度な専門科目の学修ができるように設けた

選択科目です。 
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図図－－33  専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト 

 

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

構造工学1 構造工学2 構造工学3 鋼構造工学 RC構造工学

建設技術 建設マネジメント 維持管理工学

建設技術演習

地盤工学1 地盤工学2 地盤工学3 応用地質学 地盤設計技術

地盤環境工学

流域環境学 流れ学1 流れ学2 河川学

環境生態学同実習 ビオトープ設計

環境工学基礎 都市衛生工学 環境アセスメント 資源循環工学

計画数理 都市環境プランニング 地域・都市計画 交通計画 都市デザイン実習 輸送システム

ランドスケープ設計 まちづくり関連法規

基礎情報処理1 基礎情報処理2 応用情報処理1 応用情報処理2

応用数学

社会基盤設計 CAD演習1 CAD演習2 GIS基礎 GIS演習

ドボクの計測・調査 測量学同実習1 測量学同実習2 応用測量 3D設計基礎 VR演習

都市空間インフラ入門セミナ 都市環境プロジェクト実習 道路工学 道路空間設計

防災論

エクセレントセミナ 総合土木工学

学びとキャリア インターンシップ

技術者倫理

総合セミナ1 総合セミナ2
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（（11））基基幹幹科科目目  

11））構構造造工工学学１１（（必必修修））、、構構造造工工学学２２（（必必修修））、、構構造造工工学学３３  

構造工学 1 では、力学の最も基本的な事項の一つである力のつり合い条件の立て方等を修得

します。構造工学 2 では、構造物の内部に生じる応力とひずみとの関係や、さまざまな骨組構造

物を設計するときに必要になる一般的な解析方法を修得します。構造工学 3ではつり合い条件だ

けでは解けない構造物（不静定構造物と呼びます）を中心にして、土木構造技術者として必要な

構造解析法を学びます。 

22））地地盤盤工工学学１１（（必必修修））、、地地盤盤工工学学２２（（必必修修））、、地地盤盤工工学学３３  

地盤工学は土の力学で、地盤沈下や浸透破壊に関係します。いずれも社会基盤を設計・施工・

管理するときに必ず必要になる基礎力学です。地盤工学では構造物を支えるための地盤の支持力

や土圧など、実際の構造物を設計する際に必要な地盤に関する知識を学び、設計に応用できる能

力を養います。 

33））流流域域環環境境学学、、流流れれ学学１１（（必必修修））、、流流れれ学学２２（（必必修修））  

流域環境学では、川や流域での雨量や流量・水位といった「水文量」について、それを防災・

利水・環境を考える上で扱うことの重要性や観測方法・計算方法について学びます。流れ学１で

は水についてより理論的に扱うため、水が持つ力学的な性質である水圧や流れ方を学びます。流

れ学２では川などの開水路での流れに関する知識を習得します。ここで学ぶ内容は５期で学ぶ河

川学の基礎になります。流れ学２で学ぶ水の流れの基礎理論を用いて、水位や流量を具体的に計

算し、設計に応用できる能力を養います。 

44））環環境境工工学学基基礎礎、、都都市市衛衛生生工工学学  

環境工学基礎では、環境科学の基礎と都市における様々な環境問題の概要を学ぶとともに、水・

大気・土壌という個々の環境が相互につながり、影響しあっていること、そしてそれらの環境の

変化が人や生物にどのような影響を及ぼすのかを学びます。都市衛生工学では、都市における水

利用を円滑に行い、公共水域の水質を保全するための上水道および下水道の役割を学び、それら

を設計する能力を養います。 

55））計計画画数数理理（（必必修修））、、都都市市環環境境ププラランンニニンンググ、、地地域域・・都都市市計計画画、、交交通通計計画画  

計画数理では、各種社会基盤施設（インフラ）の計画に関わる調査の方法や結果の基礎的な統

計処理方法を修得します。都市環境プランニングでは、各種インフラの計画の前提となる問題の

明確化、問題実態の調査・分析、代替案の設計、評価の各段階での手法の基本を修得します。交

通計画では、道路交通問題の対策のための交通調査や交通需要予測の方法、新たな道路交通シス

テム等について学びます。さらに、地域・都市計画では土地利用計画、都市施設整備、および市

街地開発事業等の都市計画の内容について学び、都市計画や交通計画の策定に携われる能力を養

います。 

66））測測量量学学同同実実習習１１（（必必修修））、、測測量量学学同同実実習習２２（（必必修修））、、    

各種施設の施工のために必要となる位置情報を測る方法を実習します。卒業時に取得できる

「測量士補」の資格、および卒業後に「測量士」の受験資格を得るために必要になります。 

77））基基礎礎情情報報処処理理 11（（必必修修））、、基基礎礎情情報報処処理理 22（（必必修修））、、応応用用情情報報処処理理 11、、応応用用情情報報処処理理 22    

成果のアウトプットに必要な Office系アプリ（Word・Excel・Power point）の基本的な技術

を習得するとともに、レポート課題や卒業研究などでも利用する高度な技法についても学修しま

す。 
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88））社社会会基基盤盤設設計計（（必必修修））、、CCAADD演演習習 11（（必必修修））、、CCAADD演演習習 22、、ラランンドドススケケーーププ設設計計    

社会基盤設計では、技術者として必要になる平面および空間的図形情報の表現力を身につけ

るために、各種社会基盤施設の設計図面の読み方・書き方も学びます。CAD演習では、PCを使用

した製図技法やプレゼンテーション技法を習得します。ランドスケープ設計では、豊かで美しい

暮らしの景観や環境をつくるために重要な役割を担う「ランドスケープデザイン（風景や景観の

設計）」の概要を学び、デザイン表現の基礎技術について実習します。 

99））環環境境生生態態学学同同実実習習、、ビビオオトトーーププ設設計計  

環境生態学同実習では、生態学の基本を学び、生態系保全の視点から都市環境の改善を考え、

開発行為の良否や自然保護につながる開発について意見を述べる能力を養います。ビオトープ設

計では、生物の生息空間であるビオトープを復元、創出させるための、考え方、手順、手法、技

術、維持管理の方法を学び、実際にビオトープづくりを実践します。 

 

（（22））展展開開科科目目  

3 年次以降に配当されている展開科目はすべて選択科目です。社会基盤デザイン、都市・環境シ

ステム、デザインマネジメントの 3 つの系に分類されています。皆さんの興味だけでなく、卒業後

の進路（進学、就職）も想定して、社会基盤デザイン系、都市・環境システム系のいずれか一方を

主選択して（選択した系を「メジャー」の系とも言います）、履修できるようになっています。デザ

インマネジメント系では、建設技術者として身につけておくべき応用科目を配当し、主選択した系

にかかわらず必要に応じて履修できるようになっています。 

3つの系の教育内容は以下のとおりです。 

 

社社会会基基盤盤系系：：鋼鋼構構造造工工学学、、RRCC構構造造工工学学、、維維持持管管理理工工学学、、建建設設技技術術演演習習、、地地盤盤環環境境工工学学、、応応用用地地質質学学、、  

地地盤盤設設計計技技術術  （（計計 77科科目目））  

地盤の力学的特性を理解するための科目、鋼・コンクリートからなる構造システムの設計・施工・

管理の実務に役立つ応用技術、景観や環境に配慮した橋梁のデザイン、社会基盤の耐震設計、都市

防災の基本的考え方、地盤環境の調査および汚染や沈下の対策法、社会基盤施設の維持管理手法な

どを学ぶ科目からなります。 

卒業後に設計コンサルタント、橋梁などの鋼・コンクリート構造物の製作メーカー（製造業）、

あるいは、建設会社に就職して、構造物の設計、維持管理、補修、土質・地盤の調査・設計、道路

のメンテナンス、建設材料のリサイクル等の仕事に就くときに必要な専門知識を修得できるように

なっています。 

都都市市環環境境系系：：河河川川学学、、環環境境アアセセススメメンントト、、資資源源循循環環工工学学、、輸輸送送シシスステテムム、、ままちちづづくくりり関関係係法法規規、、  

都都市市デデザザイインン実実習習  （（計計 66科科目目））  

河川や流域、海、湖沼における水・土砂の現象や人・生態への影響に関する知識を学ぶ科目、水

質を調べてデータ分析手法を習得する実験科目、廃水や廃棄物を適切に処理し資源化する技術を学

ぶ科目、まちづくりに関連する法律や都市環境を設計するための調査・計画手法を学ぶ科目からな

ります。 

卒業後に都市計画を立案する官公庁や企画・調査コンサルタント、水質を調査したり、上下水道

を設計・管理したりする水・環境系コンサルタント、および海洋土木等の建設会社を志望する場合

に必要となる専門知識を修得します。 
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88））社社会会基基盤盤設設計計（（必必修修））、、CCAADD演演習習 11（（必必修修））、、CCAADD演演習習 22、、ラランンドドススケケーーププ設設計計    

社会基盤設計では、技術者として必要になる平面および空間的図形情報の表現力を身につけ

るために、各種社会基盤施設の設計図面の読み方・書き方も学びます。CAD演習では、PCを使用

した製図技法やプレゼンテーション技法を習得します。ランドスケープ設計では、豊かで美しい

暮らしの景観や環境をつくるために重要な役割を担う「ランドスケープデザイン（風景や景観の

設計）」の概要を学び、デザイン表現の基礎技術について実習します。 

99））環環境境生生態態学学同同実実習習、、ビビオオトトーーププ設設計計  

環境生態学同実習では、生態学の基本を学び、生態系保全の視点から都市環境の改善を考え、

開発行為の良否や自然保護につながる開発について意見を述べる能力を養います。ビオトープ設

計では、生物の生息空間であるビオトープを復元、創出させるための、考え方、手順、手法、技

術、維持管理の方法を学び、実際にビオトープづくりを実践します。 

 

（（22））展展開開科科目目  

3 年次以降に配当されている展開科目はすべて選択科目です。社会基盤デザイン、都市・環境シ

ステム、デザインマネジメントの 3 つの系に分類されています。皆さんの興味だけでなく、卒業後

の進路（進学、就職）も想定して、社会基盤デザイン系、都市・環境システム系のいずれか一方を

主選択して（選択した系を「メジャー」の系とも言います）、履修できるようになっています。デザ

インマネジメント系では、建設技術者として身につけておくべき応用科目を配当し、主選択した系

にかかわらず必要に応じて履修できるようになっています。 

3つの系の教育内容は以下のとおりです。 

 

社社会会基基盤盤系系：：鋼鋼構構造造工工学学、、RRCC構構造造工工学学、、維維持持管管理理工工学学、、建建設設技技術術演演習習、、地地盤盤環環境境工工学学、、応応用用地地質質学学、、  

地地盤盤設設計計技技術術  （（計計 77科科目目））  

地盤の力学的特性を理解するための科目、鋼・コンクリートからなる構造システムの設計・施工・

管理の実務に役立つ応用技術、景観や環境に配慮した橋梁のデザイン、社会基盤の耐震設計、都市

防災の基本的考え方、地盤環境の調査および汚染や沈下の対策法、社会基盤施設の維持管理手法な

どを学ぶ科目からなります。 

卒業後に設計コンサルタント、橋梁などの鋼・コンクリート構造物の製作メーカー（製造業）、

あるいは、建設会社に就職して、構造物の設計、維持管理、補修、土質・地盤の調査・設計、道路

のメンテナンス、建設材料のリサイクル等の仕事に就くときに必要な専門知識を修得できるように

なっています。 

都都市市環環境境系系：：河河川川学学、、環環境境アアセセススメメンントト、、資資源源循循環環工工学学、、輸輸送送シシスステテムム、、ままちちづづくくりり関関係係法法規規、、  

都都市市デデザザイインン実実習習  （（計計 66科科目目））  

河川や流域、海、湖沼における水・土砂の現象や人・生態への影響に関する知識を学ぶ科目、水

質を調べてデータ分析手法を習得する実験科目、廃水や廃棄物を適切に処理し資源化する技術を学

ぶ科目、まちづくりに関連する法律や都市環境を設計するための調査・計画手法を学ぶ科目からな

ります。 

卒業後に都市計画を立案する官公庁や企画・調査コンサルタント、水質を調査したり、上下水道

を設計・管理したりする水・環境系コンサルタント、および海洋土木等の建設会社を志望する場合

に必要となる専門知識を修得します。 

 

 

ドドボボクク総総合合系系：：防防災災論論、、道道路路工工学学、、道道路路空空間間設設計計、、防防災災論論、、33DD設設計計基基礎礎、、VVRR演演習習、、GGIISS基基礎礎、、GGIISS演演習習、、  

エエククセセレレンントトセセミミナナ、、学学びびととキキャャリリアア、、総総合合土土木木工工学学、、イインンタターーンンシシッッププ（（計計 1122科科目目））  

上の 2 つの系に共通して必要となる科目からなります。インフラをデザイン・設計するための実

習、都市空間を整備する建設技術者に必要で、卒業後の実務や資格取得につながる科目について総

合的な知識を修得する科目からなります。 

  

（（33））卒卒業業研研究究  

卒業研究に関連する科目は、総合セミナ１～２、そして卒業研究からなります。 

技術者倫理では、社会において信頼される技術者となるための倫理を理解し実践する力を養います。総合セ

ミナでは、各研究室の指導教員の下で卒業研究を遂行する上での基礎知識・理論や研究・設計方法などにつ

いて修得します。卒業研究は 1年～4年次で履修する専門科目の総括として位置づけられるものです。指導教員

の下で、各自が研究テーマを決め、研究計画を作り、研究を遂行し、その結果を考察し、これらをまとめ、発表す

るというものです。課題を探求し、組み立て、解決するという技術者としての総合的な実践能力を養成するための

科目であり、卒業論文あるいは卒業設計からなります。 

  

（（44））横横断断的的なな科科目目のの履履修修     

建築学科都市空間インフラ専攻では、同一学科内の他の専攻の開講する授業科目を選択科目として

履修し、６単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができます。科目の詳細等に

ついては、別途ガイダンス等で案内します。 

   

６６．．４４  履履修修モモデデルル  

以上に説明したように、インフラ整備に携わる技術者は、技術的な問題に限ることなく、人間と社

会とをよく知り（人間科学科目群）、自然科学的なものの見方（専門基礎科目群）を身につけておく必

要があります。土木・環境分野を学ぶときに不可欠な基本知識を修得し（基幹科目）、卒業後の進路も

見据えて、都市空間づくりの中でどの分野に主眼をおいて学習するかを自分自身で考えることが大切

です（展開科目、卒業研究）。 

また、卒業後の進路に対応させて、教育課程の授業科目（人間科学科目群、専門基礎科目群、専門

科目群）をどのように学修していくかという履修モデルに例示してあります。 

これら 2 つの履修モデルでは、総合的な見地から環境問題に対する問題解決能力を身につけ、かつ

現場における建設マネジメント能力も修得できるように、デザインマネジメント系科目の履修も想定

しています。 
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○○社社会会基基盤盤系系履履修修モモデデルルＡＡ  

このモデルでは、3 年次以降において、社会基盤デザイン系をメジャーとし、授業科目を選択して

います。卒業後の進路として、構造物の設計や維持管理に関わる製造業、設計コンサルタントおよび

総合建設業を想定しています。 

構造力学や土質力学をベースに、インフラを設計・管理するときの様々な問題を整理し、課題を形

成して解決の方向づけができる能力を身につけるようになっています。 

  １年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

人間科学

科目群

線形代数1 線形代数2

化学1 化学2

基礎物理A 基礎物理B

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

力学1 力学2 力学3

数学基礎 基礎工学実験

構造工学1 構造工学2 構造工学3 鋼構造工学 RC構造工学

建設技術 建設マネジメント 維持管理工学

建設技術演習

地盤工学1 地盤工学2 地盤工学3 応用地質学 地盤設計技術

地盤環境工学

流域環境学 流れ学1 流れ学2 河川学

環境生態学同実習 ビオトープ設計

環境工学基礎 都市衛生工学 環境アセスメント 資源循環工学

計画数理 都市環境プランニング 地域・都市計画 交通計画 都市デザイン実習 輸送システム

ランドスケープ設計 まちづくり関連法規

基礎情報処理1 基礎情報処理2 応用情報処理1 応用情報処理2

応用数学

社会基盤設計 CAD演習1 CAD演習2 GIS基礎 GIS演習

ドボクの計測・調査 測量学同実習1 測量学同実習2 応用測量 3D設計基礎 VR演習

都市空間インフラ入門セミナ 都市環境プロジェクト実習 道路工学 道路空間設計

防災論

エクセレントセミナ 総合土木工学

学びとキャリア インターンシップ

技術者倫理

総合セミナ1 総合セミナ2

人間科学科目群 5 6 2 4 4 6 0 0 27

専門基礎科目 4 2 2 0 0 0 0 0 8

専門科目 12 11 17 13 16 10 2 8 89

合計 21 19 21 17 20 16 2 8 124

*太枠は必修科目

*点線太枠はコース必修科目

*二重線枠はコース選択必修科目

専
門
科
目
群

基

幹

科

目

及

び

展

開

科

目

人人間間科科学学科科目目群群　　必必修修科科目目99単単位位をを含含めめ2277単単位位

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

社
会
基
盤
系

都
市
環
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系

ド
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合

卒
業
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卒業研究
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○○社社会会基基盤盤系系履履修修モモデデルルＡＡ  

このモデルでは、3 年次以降において、社会基盤デザイン系をメジャーとし、授業科目を選択して

います。卒業後の進路として、構造物の設計や維持管理に関わる製造業、設計コンサルタントおよび

総合建設業を想定しています。 

構造力学や土質力学をベースに、インフラを設計・管理するときの様々な問題を整理し、課題を形

成して解決の方向づけができる能力を身につけるようになっています。 

  １年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

人間科学

科目群

線形代数1 線形代数2

化学1 化学2

基礎物理A 基礎物理B

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

力学1 力学2 力学3

数学基礎 基礎工学実験

構造工学1 構造工学2 構造工学3 鋼構造工学 RC構造工学

建設技術 建設マネジメント 維持管理工学

建設技術演習

地盤工学1 地盤工学2 地盤工学3 応用地質学 地盤設計技術

地盤環境工学

流域環境学 流れ学1 流れ学2 河川学

環境生態学同実習 ビオトープ設計

環境工学基礎 都市衛生工学 環境アセスメント 資源循環工学

計画数理 都市環境プランニング 地域・都市計画 交通計画 都市デザイン実習 輸送システム

ランドスケープ設計 まちづくり関連法規

基礎情報処理1 基礎情報処理2 応用情報処理1 応用情報処理2

応用数学

社会基盤設計 CAD演習1 CAD演習2 GIS基礎 GIS演習

ドボクの計測・調査 測量学同実習1 測量学同実習2 応用測量 3D設計基礎 VR演習

都市空間インフラ入門セミナ 都市環境プロジェクト実習 道路工学 道路空間設計

防災論

エクセレントセミナ 総合土木工学

学びとキャリア インターンシップ

技術者倫理

総合セミナ1 総合セミナ2

人間科学科目群 5 6 2 4 4 6 0 0 27

専門基礎科目 4 2 2 0 0 0 0 0 8

専門科目 12 11 17 13 16 10 2 8 89

合計 21 19 21 17 20 16 2 8 124

*太枠は必修科目

*点線太枠はコース必修科目

*二重線枠はコース選択必修科目

専
門
科
目
群

基

幹

科

目

及

び

展

開

科

目

人人間間科科学学科科目目群群　　必必修修科科目目99単単位位をを含含めめ2277単単位位

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

社
会
基
盤
系

都
市
環
境
系

ド
ボ
ク
総
合

卒
業
研
究

卒業研究

  ○○都都市市環環境境系系履履修修モモデデルルＢＢ  

このモデルでは、3年次以降において、都市・環境システム系をメジャーとし、授業科目を選択して

います。卒業後の進路として、官公庁、都市・交通計画や水・環境問題に関わる総合建設コンサルタ

ントを想定しています。 

都市空間づくりに必要な水・環境管理に関する専門知識を修得し、あわせて各種施設建設のための

企画・調査を行い、客観的にデータを分析できる能力を身につけます。 
 

 

 

  

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

人間科学

科目群

線形代数1 線形代数2

化学1 化学2

基礎物理A 基礎物理B

解析学1 解析学2 解析学3 常微分方程式

力学1 力学2 力学3

数学基礎 基礎工学実験

構造工学1 構造工学2 構造工学3 鋼構造工学 RC構造工学

建設技術 建設マネジメント 維持管理工学

建設技術演習

地盤工学1 地盤工学2 地盤工学3 応用地質学 地盤設計技術

地盤環境工学

流域環境学 流れ学1 流れ学2 河川学

環境生態学同実習 ビオトープ設計

環境工学基礎 都市衛生工学 環境アセスメント 資源循環工学

計画数理 都市環境プランニング 地域・都市計画 交通計画 都市デザイン実習 輸送システム

ランドスケープ設計 まちづくり関連法規

基礎情報処理1 基礎情報処理2 応用情報処理1 応用情報処理2

応用数学

社会基盤設計 CAD演習1 CAD演習2 GIS基礎 GIS演習

ドボクの計測・調査 測量学同実習1 測量学同実習2 応用測量 3D設計基礎 VR演習

都市空間インフラ入門セミナ 都市環境プロジェクト実習 道路工学 道路空間設計

防災論

エクセレントセミナ 総合土木工学

学びとキャリア インターンシップ

技術者倫理

総合セミナ1 総合セミナ2

人間科学科目群 5 4 4 4 4 6 0 0 27

専門基礎科目 4 2 2 0 0 0 0 0 8

専門科目 12 15 11 13 16 12 2 8 89

合計 21 21 17 17 20 18 2 8 124

*太枠は必修科目

*点線太枠はコース必修科目

*二重線枠はコース選択必修科目

専
門
科
目
群

基

幹

科

目

及

び

展

開

科

目

人人間間科科学学科科目目群群　　必必修修科科目目99単単位位をを含含めめ2277単単位位

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

社
会
基
盤
系

都
市
環
境
系

ド
ボ
ク
総
合

卒
業
研
究 卒業研究
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■ 建築学科 
 

開講科目一覧＜人間科学科目群＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ファースト・イヤー・セミナ 1 2 [2]

基礎英語セミナ 1 2 [2]

英語スキル１ 2 2 [2]

英語スキル２ 2 2 [2]

資格英語 2 2 [2]

実践英語 1 2

英語ライティング 1 2

英語プレゼンテーション 1 2

中国語入門１ 1 2

中国語入門２ 1 2

スポーツ実技Ａ 1 2

スポーツ実技Ｂ 1 2

スポーツと健康の科学Ａ 1 2

スポーツと健康の科学Ｂ 1 2

情報リテラシー概論 1 ◎ 集中・遠隔

データサイエンス概論 1 ◎ 集中・遠隔

文学Ａ 2 2 2 2

文学Ｂ 2 2 2 2

哲学Ａ 2 2 2 2

哲学Ｂ 2 2 2 2

人類学Ａ 2 2 2

人類学Ｂ 2 2 2

歴史学Ａ 2 2 2 2

歴史学Ｂ 2 2 2 2

心理学Ａ 2 2 2 2

心理学Ｂ 2 2 2 2

教育原理 2 2

教育心理学 2 2

政治学Ａ 2 2 2 2

政治学Ｂ 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2

経済学Ｂ 2 2 2 2

法学Ａ 2 2 2

法学Ｂ 2 2 2

社会学Ａ 2 2 2 2

社会学Ｂ 2 2 2 2

社会調査法Ａ 2 2 2

社会調査法Ｂ 2 2 2

現代社会論Ａ 2 2 2

現代社会論Ｂ 2 2 2

教育社会学 2 2

健康科学Ａ 2 2 2 2

健康科学Ｂ 2 2 2 2

認知科学Ａ 2 2 2

認知科学Ｂ 2 2 2

環境と防災Ａ 2 2 2

環境と防災Ｂ 2 2 2

自然科学概論Ａ 2 2 2 2

自然科学概論Ｂ 2 2 2 2

生物学Ａ 2 2 2

生物学Ｂ 2 2 2

地球科学Ａ 2 2 2

地球科学Ｂ 2 2 2

課題探究集中講座 2 ◎ 集中

課題探究セミナＡ 2 2 2

課題探究セミナＢ 2 2 2

教養総合講座Ａ 2 2 2

教養総合講座Ｂ 2 2 2

9 93 1

（注）１．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 建建築築専専攻攻   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （次ページにつづく） 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

基礎理科セミナ 1 2 [2]

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

化学１ 2 2

化学２ 2 2

力学１ 2 2 [2]

力学２ 2 2

力学３ 2 2

建築概論 2 2

芸術概論 2 2

力と形演習 2 2

建築の仕組み 2 2

造形基礎実習 2 4

建築デザイン基礎実習 2 4

環境色彩論 2 2

建築基礎数理１ 2 2

建築基礎数理２ 2 2

情報リテラシ 1 2

建築ＣＡＤ１ 2 2

建築ＣＡＤ２ 2 2

建築プレゼンテーション演習 2 2

デジタルファブリケーション演習 2 2

建築統計処理 2 2

12 31 2

建築・インテリア入門セミナ 1 2

建築計画１ 2 2

建築計画２ 2 2

構造力学１ 2 2

構造力学２ 2 2

骨組の解析法 2 2

建築構法 2 2

建築材料 2 2

建築環境材料 2 2

構造・材料実験 2 4 (4)

建築法規 2 2

建築・インテリア図法実習１ 2 4

建築・インテリア図法実習２ 2 4

建築設計１ 3 4

建築設計２ 3 4

建築設計３ 3 4

建築遺産Ａ 2 2

建築遺産Ｂ 2 2

環境工学１ 2 2

環境工学２ 2 2

環境工学３ 2 2

建築設備 2 2

コンクリート系構造 2 2

鋼構造 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

空間文化論 2 2

住空間論 2 2

建築企画論 2 2

都市計画 2 2

まちづくり論 2 2

建築デザイン論 2 2

総合空間設計１ 3 4

総合空間設計２ 3 4

建築デザイン史 2 2

力とデザイン 2 2

構造設計演習 2 2

維持・保全工学 2 2

建築生産１ 2 2

建築生産２ 2 2

2
16

[6]
4 2 4

専
門
基
礎
科
目
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自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系
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報
系

小計

区分 授業科目
単位数
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 建建築築専専攻攻   

 
 
 
  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

建築測量学同実習 2 4

環境心理学 2 2

環境評価演習 2 2

振動と塑性解析 2 2

鉄筋コンクリート構造演習 2 2

セミナ１ 2 2

セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

50 52

工学概論 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

6

6

62 83 8

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。

　    ２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

　　　３．「卒業研究」の単位認定は、8期とする。

14

2 2

専
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科
目
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2
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開
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102

自由科目

小計

卒業研究

20
24

(4)

2
153

小計

合計 30
26

[6]
20 20 26

26
(4)

16

6 10 16 18

備考区分 授業科目
単位数
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 （次ページにつづく） 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

基礎理科セミナ 1 2 [2]

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

化学１ 2 2

化学２ 2 2

力学１ 2 2 [2]

力学２ 2 2

力学３ 2 2

建築概論 2 2

芸術概論 2 2

力と形演習 2 2

建築の仕組み 2 2

造形基礎実習 2 4

インテリアデザイン基礎実習 2 4

環境色彩論 2 2

建築基礎数理１ 2 2

建築基礎数理２ 2 2

情報リテラシ 1 2

建築ＣＡＤ１ 2 2

建築ＣＡＤ２ 2 2

建築プレゼンテーション演習 2 2

デジタルファブリケーション演習 2 2

建築統計処理 2 2

18 25 2

建築・インテリア入門セミナ 1 2

インテリア計画１ 2 2

インテリア計画２ 2 2

構造力学１ 2 2

構造力学２ 2 2

建築構法 2 2

建築材料 2 2

建築環境材料 2 2

構造・材料実験 2 4 (4)

建築法規 2 2

建築・インテリア図法実習１ 2 4

建築・インテリア図法実習２ 2 4

インテリアエレメント演習１ 2 2

インテリアエレメント演習２ 2 2

デザインマネジメント演習１ 2 2

デザインマネジメント演習２ 2 2

インテリア設計１ 3 4

インテリア設計２ 3 4

インテリア設計３ 3 4

建築遺産Ａ 2 2

建築遺産Ｂ 2 2

環境工学１ 2 2

環境工学２ 2 2

環境工学３ 2 2

建築設備 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

空間文化論 2 2

住空間論 2 2

建築企画論 2 2

都市計画 2 2

まちづくり論 2 2

建築デザイン論 2 2

総合空間設計１ 3 4

総合空間設計２ 3 4

建築デザイン史 2 2

力とデザイン 2 2

構造設計演習 2 2

維持・保全工学 2 2

建築生産１ 2 2

建築生産２ 2 2

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

展
開
科
目

16
[6]

4

区分 授業科目
単位数

備考

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

情
報
系

小計 24
45

2 4 2

− 231 −



   

 

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻   

 

 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

建築測量学同実習 2 4

環境心理学 2 2

環境評価演習 2 2

振動と塑性解析 2 2

セミナ１ 2 2

セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

44 58

工学概論 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

6

6

62 83 8

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。

　    ２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

　　　３．「卒業研究」の単位認定は、8期とする。

22 18
26

(4)
16 226

102

自由科目

合計 30
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[6]153

24
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14

2 2 2
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卒業研究

小計 6 10 18 16 20

区分 授業科目
単位数
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毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

基礎理科セミナ 1 2 [2]

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

基礎物理Ａ 2 2

基礎物理Ｂ 2 2

現代物理学１ 2 2

現代物理学２ 2 2

化学基礎１ 2 2

化学基礎２ 2 2

数学基礎 2 2 (2) 履修者指定

解析学１ 2 2 (2)

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

力学１ 2 2 [2]

力学２ 2 2

力学３ 2 2

情報処理１ 2 2

情報処理２ 2 2

2 30 6

38

かおりデザイン入門セミナ 1 2

キャリア開発１ 1 2

キャリア開発２ 1 2

プロジェクト演習１ 2 2

プロジェクト演習２ 2 2

においの数値解析１ 2 2

においの数値解析２ 2 2

住居学 2 2

生活環境学１ 2 2

生活環境学２ 2 2

かおり成分と調香１ 2 2

かおり成分と調香２ 2 2

嗅覚の特性 2 2

嗅覚測定法 4 4

心理学概論 2 2

消脱臭原理 2 2

キャリア開発３ 1 2

キャリア開発４ 1 2

プロジェクト演習３ 2 2

プロジェクト演習４ 2 2

建築・インテリア図法実習１ 2 4

建築・インテリア図法実習２ 2 4

かおりデザイン演習１ 2 2

建築ＣＡＤ１ 2 2

建築ＣＡＤ２ 2 2

インテリア計画１ 2 2

インテリア計画２ 2 2

建築遺産Ｂ 2 2

ランドスケープデザイン 2 2

力と形演習 2 2

構造力学１ 2 2

構造力学２ 2 2

建築の仕組み 2 2

建築構法 2 2

建築材料 2 2

建築生産１ 2 2

建築法規 2 2

建築設備 2 2

色彩論 2 2

生活環境評価演習１ 2 2

生活環境評価演習２ 2 2

生活環境評価演習３ 4 4

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

展
開
科
目

区分 授業科目
単位数

備考

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

小計 16
12

(4)
[6]

4
(2)

(2)

建
築
学
基
礎
系

情報系

8
(2)
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ かかおおりりデデザザイインン専専攻攻   

 

 

  
毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

食品とかおり 2 2

かおり成分と調香３ 2 2

かおり成分と調香４ 2 2

におい・かおり測定演習１ 4 4

におい・かおり測定演習２ 4 4

におい・かおり測定演習３ 4 4

かおりデザイン演習２ 2 2

かおりデザイン演習３ 2 2

かおりデザイン演習４ 2 2

かおりデザイン演習５ 2 2

アロマテラピー演習 2 2

脱臭性能評価演習 2 2

悪臭防止法 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

プロジェクト演習５ 2 2

総合セミナ１ 2 2

総合セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

53 76

幾何学１ 2 2

幾何学２ 2 2

数理統計学１ 2 2

数理統計学２ 2 2

応用解析１ 2 2

応用解析２ 2 2

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

線形代数３ 2 2

代数系入門 2 2

工学概論 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

26

26

55 106 32

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。

　　　２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

　　　３．「卒業研究」の単位認定は、8期とする

備考

専
門
科
目
群 220 24 2

2 2 6 4 6

193

関
連
科
目

卒業研究

小計

合計

自
由
科
目

小計

区分 授業科目
単位数

129

22
(2)

20 8 8

28 22 16 16

6

36
36

(4)
[6]

38
(2)

28
(2)

− 234 −



   

 

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （次ページにつづく） 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

基礎理科セミナ 1 2 [2]

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

基礎物理Ａ 2 2

基礎物理Ｂ 2 2

現代物理学１ 2 2

現代物理学２ 2 2

化学１ 2 2

化学２ 2 2

数学基礎 2 2 (2) 履修者指定

解析学１ 2 2 (2)

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

力学１ 2 2 [2]

力学２ 2 2

力学３ 2 2

基礎工学実験 2 4

4 26 6

構造工学１ 2 2

構造工学２ 2 2

構造工学３ 2 2

地盤工学１ 2 2

地盤工学２ 2 2

地盤工学３ 2 2

環境工学基礎 2 2

流れ学１ 2 2

流れ学２ 2 2

都市衛生工学 2 2

計画数理 2 2

都市環境プランニング 2 2

地域・都市計画 2 2

都市空間インフラ入門セミナ 1 2

社会基盤設計 3 4

ドボクの計測・調査 2 2

環境生態学同実習 2 4

都市環境プロジェクト実習 2 4

測量学同実習１ 3 4

測量学同実習２ 3 4

基礎情報処理１ 2 2

基礎情報処理２ 2 2

ＣＡＤ演習１ 2 2

応用情報処理１ 2 2

応用情報処理２ 2 2

鋼構造工学 2 2

ＲＣ構造工学 2 2

建設技術 2 2

建設マネジメント 2 2

建設技術演習 2 2

地盤環境工学 2 2

応用地質学 2 2

地盤設計技術 2 2

維持管理工学 2 2

流域環境学 2 2

河川学 2 2

ビオトープ設計 3 4

環境アセスメント 2 2

資源循環工学 2 2

交通計画 2 2

都市デザイン実習 2 4

まちづくり関係法規 2 2

輸送システム 2 2

ランドスケープ設計 3 4

区分 授業科目
単位数

備考

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

建
築
学
基
礎
系

小計 14
10

(4)
[6]

12
(2)

4
(2)

(2)
36

基
幹
科
目

展
開
科
目

専
門
科
目
群
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻   

 

   
毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

道路工学 2 2

道路空間設計 3 4

ＣＡＤ演習２ 2 2

応用測量 2 2

応用数学 2 2

ＧＩＳ基礎 2 2

ＧＩＳ演習 2 2

３Ｄ設計基礎 2 2

ＶＲ演習 2 2

エクセレントセミナ 1 2

防災論 2 2

学びとキャリア 2 2

総合土木工学 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

技術者倫理 2 4

総合セミナ１ 2 2

総合セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

44 88

幾何学１ 2 2

幾何学２ 2 2

数理統計学１ 2 2

数理統計学２ 2 2

応用解析１ 2 2

応用解析２ 2 2

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

線形代数３ 2 2

代数系入門 2 2

工学概論 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

26

48 114 32

(注)１．毎週授業時間数の()は、同一科目を複数期に開講することを示す。

２．毎週授業時間数の[]は、再履修者向けに開講することを示す。

３．「卒業研究」の単位認定は、8期とする。

備考

2 2

自
由
科
目

小計 2 2 6 4

14 20 22

卒業研究

小計

展
開
科
目

区分 授業科目
単位数

合計 28
30

(4)
[6]

36
(2)

132

26

専
門
科
目
群

194

32
(2)

36
(2)

28 8 8

26 30 24

6 6
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卒業の認定                                                               学学科科共共通通 

本学を卒業するために必要な単位数は 124 単位とし，各学部学科の定める卒業要件は，別に定める｡ 

4 年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した者に対し学長は卒業を認定する｡ 

 

 

卒業研究履修・卒業基準                                                       学学科科共共通通 

【卒業研究履修基準】  

卒業研究を履修できる条件は次のとおりです。 

学年  必要な単位数（注１） 必要な科目（注２） 

25 生 

建築学科 

  建築専攻 卒業要件として認められる単位の 

うち、１００単位以上修得すること。 
建築・インテリア入門セミナ 

基礎英語セミナ 

基礎数学セミナ 

基礎理科セミナ 

建築学科 

  インテリアデザイン専攻 

建築学科 

  かおりデザイン専攻 

卒業要件として認められる単位の 

うち、１００単位以上修得すること。 
かおりデザイン入門セミナ 

建築学科 

  都市空間インフラ専攻 

卒業要件として認められる単位の 

うち、１０４単位以上修得すること。 
都市空間インフラ入門セミナ 

     注１） 人間科学科目群の科目については、必修科目と選択科目を合計して２７単位を超えることができません。 

     注２） 基礎英語セミナ、基礎数学セミナ、基礎理科セミナの３科目については、卒卒業業研研究究履履修修基基準準のの必必要要単単位位数数  

                  （（建建築築専専攻攻：：110000 単単位位、、イインンテテリリアアデデザザイインン専専攻攻：：110000 単単位位、、かかおおりりデデザザイインン専専攻攻：：110000 単単位位、、都都市市空空間間イインンフフララ専専攻攻：：110044 単単位位））  

                  ににはは含含みみまませせんんがが、、合合格格ししてていいるるここととがが必必要要でですす。。  

＜不合格者＞4 年次生に進級しますが，卒業研究は履修できません。 

 

【卒業要件】  

卒業に必要な要件は次のとおりです。 

学年 学科・専攻名 科目群 必要単位数 

25 生 

建築学科  各専攻 人間科学科目群 

下の要件を全て満たすこと 

(1)必修科目 9 単位を含め 27 単位 

(2)「スポーツ実技Ａ」「スポーツ実技Ｂ」の 2 科目 2 単位または、 

「スポーツと健康の科学Ａ」「スポーツと健康の科学Ｂ」の 2 科目 2 単位 

(3)人間・歴史文化・こころの理解から 2 単位以上 

(4)国際情勢と社会のしくみから 2 単位以上 

(5)科学的なものの見方から 2 単位以上 

建築学科  

  建築専攻 

専門基礎科目群 必修科目 12 単位 

左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

（1）必修科目 50 単位 

（2）｢構造・材料実験｣｢建築測量学同実習｣の 

     2 科目から 2 単位 

（3）「建築生産 1」「建築生産 2」の 2 科目から 2 単位 

建築学科  

 インテリアデザイン専攻 

専門基礎科目群 必修科目 18 単位 

左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

（1）必修科目 44 単位 

（2）｢構造・材料実験｣｢建築測量学同実習｣の 

     2 科目から 2 単位 

（3）「建築生産 1」「建築生産 2」の 2 科目から 2 単位 

建築学科 

 かおりデザイン専攻 

専門基礎科目群 必修科目 2 単位 
左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 必修科目 53 単位 

建築学科 

 都市空間インフラ専攻 

専門基礎科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

（1）必修科目 4 単位を含め 8 単位以上 

（2）｢化学 1｣｢力学 1｣の 2 科目から 2 単位 左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

（1）必修科目 44 単位 

（2）5 期～6 期の展開科目の選択科目から 16 単位以上 

＜不合格者＞次年度の前期で卒業資格を充足すれば前期末で卒業となります。 

 

他学部・他学科および学科内他専攻履修                                            学学科科共共通通 

【他学部・他学科履修】 

 工学部及び情報学部の専門基礎科目群・専門科目群の単位を修得した場合、修得した単位は、｢卒業に必要な単位数｣に算入することはできない。 

 

 （次ページにつづく） 
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【学科内他専攻履修】 

     開講科目一覧表における、自専攻に開講していない他専攻科目の単位を修得した場合の取り扱いは下記のとおりです。 

 

所属学科・専攻名 同一学科内の他の専攻の開講する授業科目の各取扱 

建築学科 

建築専攻 

インテリアデザイン専攻 
授業科目の区分は 

選択科目とする。 
12 単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができる。 かおりデザイン専攻 

都市空間インフラ専攻 

建築学科  

インテリアデザイン専攻 

建築専攻 
授業科目の区分は 

選択科目とする。 
12 単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができる。 かおりデザイン専攻 

都市空間インフラ専攻 

建築学科 

かおりデザイン専攻 

建築専攻 
授業科目の区分は 

選択科目とする。 
6 単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができる。 インテリアデザイン専攻 

都市空間インフラ専攻 

建築学科 

都市空間インフラ専攻 

建築専攻 
授業科目の区分は 

選択科目とする。 
6 単位を上限として、｢卒業に必要な単位数｣に算入することができる。 インテリアデザイン専攻 

かおりデザイン専攻 

 

 

先修条件について                                                           学学科科共共通通 

 カリキュラムを体系的、段階的に進めるために、授業科目によっては履修申請に際して、必要な要件（「先修条件」）がつく科目があります。 下記の科目

については、先修条件科目の単位の修得が条件になっていますので、先修条件の科目の単位を修得しないと履修申請することができませんので、注意し

てください。 

 

学年 学科・専攻 区分 
先修条件を設定している科目 先修条件科目 

科目名 期 必選 科目名 期 必選 

25 生 

建築学科 

 建築専攻 

インテリアデザイン専攻

かおりデザイン専攻 

専門基礎科目群 

力学２ 2 選 力学１ 1[2] 選 

力学３ 3 選 力学２ 2 選 

建築学科 

 都市空間インフラ専攻 

専門基礎科目群 

力学２ 2 選 力学１ 1[2] 選 

力学３ 3 選 力学２ 2 選 

専門科目群 

応用情報処理１ 3 選 
「基礎情報処理１」かつ

「基礎情報処理２」 
1.2 必 

応用情報処理２ 4 選 応用情報処理１ 3 選 

CAD 演習 2 4 選 CAD 演習 1 3 必 

ＧＩＳ演習 6 選 ＧＩＳ基礎 5 選 

３D 設計基礎 5 選 CAD 演習 2 4 選 

VR 演習 6 選 ３D 設計基礎 5 選 

構造工学３ 3 選 構造工学２ 2 必 

都市デザイン実習 5 選 地域・都市計画 3 選 

輸送システム 6 選 交通計画 4 選 
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